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法政大学創立者・薩埵正邦生誕 150 周年記念連続講演会―明治日本の産業と社会―

第 9 回

朝比奈美知子（東洋大学文学部教授）

「フランスの挿絵入り新聞『イリュストラシオン』から見た日仏近代」

○司会者（洞口） 本日は、朝比奈美知子先生にご講演をいただきます。皆さまご

存じのとおり、法政大学には、お雇い外国人でありますボアソナード博士が日本に近

代的な法制度を広めるためにいらっしゃったわけですけれども、そのボアソナードを

公私にわたって支えたのがフランス語のできる薩埵正邦先生でした。日本語のできな

いボアソナード博士は、さぞかし不自由な思いもされたのではないかと思います。法

政大学の創立は1880年ですので、その前後、明治10年代の日本社会というものを背景

に、我々の法政大学が創立され、その法政大学が今あるがゆえに、我々は今ここでこ

ういう仕事をしているということになるわけです。

きょうは、朝比奈先生が研究の対象にしていらっしゃいます挿絵入り新聞「イリュ

ストラシオン」の解説を通じて、当時のフランス人が日本社会をどのようにみていた

のかということを改めて評価するひとつのきっかけになればと思います。

いただいた資料に目を通しましたけれども、100年以上前のフランス語新聞から日本

語に訳し起こされているわけですけれども、まずその達意の日本語といいましょうか、

訳というのが非常にすばらしい訳になっていまして、この水準でフランス語から日本

語に訳すことができる人というのは、日本にもそれほど多くはないのではないかと思

います。

そして、昔の新聞記事と格闘していらっしゃる朝比奈先生という方は、多分時間を

かけて、時間を超えて、時空間を超えて、日本とフランスと、その両方の国の見方と

いうものを提示していらっしゃるのだと思います。

前置きが若干長くなりましたけれども、朝比奈先生にご講演をいただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

○朝比奈 東洋大学の朝比奈でございます。きょうは蒸し暑いところ、どうもあり

がとうございます。
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０．｢イリュストラシオン｣とは

きょうは、フランス19世紀の挿絵入り新聞『イリュストラシオン』から見た日仏近

代というテーマでお話をさせていただきます。実は私は文学を専門にし、19世紀とい

う時代を守備範囲にしておりますが、社会科学であるとか日本史に決して精通してい

るわけではございません。あるきっかけで、美術史・比較文化史研究家の増子博調氏

から、『イリュストラシオン』という新聞に多数の日本関係記事が掲載されており、そ

れらをまとめた資料が横浜開港資料館によって編まれているとのご教示をいただき、

さらにそれらの翻訳についてのお話をいただきました。増子氏の多大なご協力、また

横浜開港資料館のご厚意を得て翻訳の作業を進め、私の本務校である東洋大学から出

版助成を得て、2004年に東信堂より『フランスから見た幕末維新』という翻訳を出版

することができました（増子氏は、同書の中でも解説の部分を担当してくださってお

ります）。この発表の資料は、同書によるものです。ただし、この発表前に、若干の改

変を加えたところもございます。

この「イリュストラシオン」というフランスの新聞を通じて日本の文化をみるとい

うことは、私たち自身の国日本についてあらためて考えてみるという機会を与えてく

れると同時に、日本を論じている当のフランスという社会のあり方についても考える

という、文化考察の二面性を含んだことであろうかと思います。

また、新聞を通じてある国の文化をみるということは、例えば有名な歴史書である

とか、小説であるとか、美術作品などといった、いわば王道に位置しているような作

品からというよりも、むしろ一般大衆に文化というものがどのような形で浸透してい

たかということを知ることにつながります。特にきょうは日本ということがテーマで

すので、日本という異文化が当時のフランスの大衆にどのような形で受け入れられて

きたかを見るというのが、きょうの興味かと思います。

まず、「イリュストラシオン」にあらわれた日本像をみていく前に、「イリュストラ

シオン」という新聞について、恐らくここにいらっしゃってくださっている皆さんは

余りご存じでない方が多いかと思います。まず、この新聞というのはまずどのような

ものか。また、この新聞を生んだ背景というものはどのようなものかということを一

言で、ここで整理しておきたいと思います。

図版資料の一番最初につけましたのが創刊号の表紙です。ただ、これは実物大では

ございませんで、実物はこれより少し大きいＢ４判のサイズになっています。

創刊は1843年です。翻訳の際には、記事が膨大なものですから、創刊号からとりあ

えず1900年までに区切ってみました。その時代の背景を整理してみると、これはフラ

ンスにおいて資本主義が発達してきた時代です。資本主義というといろいろな要素が

あるのですけれども、マスコミということで考えれば、多数の新聞、雑誌がまさにこ

の時代に創刊されたのですね。今、私たちが新聞で記事を読んだり、雑誌を読んだり

ということは当たり前のようなことに思えますけれども、それがあらわれて盛んにな
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ってきたというのはちょうどこの時代のことです。「イリュストラシオン」というのも

そういった時代の波に乗って発展した雑誌です。

いろいろな雑誌が出て、発行部数が拡大すると同時に、読者層も拡大してまいりま

す。それによって文化というものが一部のエリートのものではなくて、大衆に向けて

発信される、いわば文化の大衆化という現象が起こってきた。そして、それがどんど

ん加速されていく。そういう時代にできた新聞です。

また、この「イリュストラシオン」ができた時代といいますのは、異国、異文化へ

の興味が非常に強まった時代です。それはフランスをはじめ欧米の列強が植民地を経

営したり、あるいは帝国主義を進めていったり、そういう動きが強まる中で、副産物

のようにいろいろな異国の風物が国に紹介されて、それがまた新聞、雑誌といった大

衆に訴えるマスメディアを通じて大衆の興味を拡大していった時代です。

では、この「イリュストラシオン」という新聞がどのような新聞であるかというこ

とを整理しておきます。

まず、「イリュストラシオン」の創刊は、さきに申し上げたとおり、1843年です。新

聞の題名の「イリュストラシオン」というのは、英語読みすれば、「イラストレーショ

ン」でして、その名のとおり、非常に豊富な挿絵が掲載されていることで特徴的な新

聞です。この発想は、残念ながらフランスのオリジナルというわけではなく、前年す

なわち1842年にイギリスで創刊された「イラストレイテッド・ロンドン・ニュース」

からヒントを得たものです。「イラストレイテッド・ロンドン・ニュース」は大当たり

を博し、その評判にあやかる形で、フランスでも同様の新聞が創刊されたのです。

また、この新聞は、「総合新聞 journal universel」、という肩書ももっておりまし

て、政治、外交、軍事などといった、新聞の王道ともういうべき記事はもちろん充実

していますが、それに加えて、文化記事や外国の情報など非常に多方面にわたる記事

を掲載している新聞です。また、文化記事、外国の情報といいましても、いわゆる正

統的な文化ばかりではなくて、街で流行っているものが何であるかとか、外国のもの

が日常生活にどのように入ってきているかといったようなことも、かなり細かく掲載

している新聞です。

そして、この新聞ですけれども、読者層としてはリベラルなブルジョア層というこ

とになっています。フランス革命が起こったのは、この「イリュストラシオン」の創

刊の50年以上前、1789年ですが、それ以来、フランスではいろいろな社会の変動があ

りましたが、この19世紀に一番勢力を伸ばしてきたのはブルジョア層です。「イリュス

トラシオン」というのは、そういった、いわば革命の恩恵を受けて、身分制度の制約

から解放され、なおかつ経済の発展というものを享受できるようになったブルジョア

層、その中でも思想的にはリベラルな人々を主な読者層として想定している新聞です。

この新聞の性格というのは、これから皆さんと読んでいく記事にあらわれてくるかと

思います。



4

扱われる日本記事についてですけれども、一応私も原典を参照して、掲載されてい

る記事のテーマを拾ってみたのですけれども、例えば日本で大事だと思われている事

件が幾つも落ちているということもありますし、あるいは、ある時代には日本のこと

が盛んに出てくるけれども、ある時代になると、はたと出てこない、つまりフランス

にとって興味のある事柄があらわれたときのみに記事が書かれている、というような

現象が見受けられます。ですから、日本の歴史を見るという観点からみると、網羅的

というにはほど遠く、ある意味では恣意的とも思われるような内容選択と見えるかも

しれない、ということをお断りしておきます。

それでは、この「イリュストラシオン」にあらわれた日本像を、非常に駆け足にな

りますが、みていきたいと思います。その際に、一応３つの区分でこの時代を区切っ

てみたいと思います。１つは、日仏交流の黎明期。これは鎖国から開国・開化へと向

かっていった日本の様子を映した時期で、1870年代の前半ぐらいまでです。２番めと

して、1870年代後半期から1890年ぐらいの時期。異文化に対する興味―ジャポニス

ムが隆盛を迎えた時代です。この時期には文化記事が中心になってきます。最後に、1

890年代以降の近代国家日本の発展に関する記事を見ていきます。これは日清・日露の

両戦争の周辺の事情を報じたものが中心になります。

１．日仏交流の黎明期

まず、第１番目の黎明期、鎖国から開国・開化へという動きです。この「イリュス

トラシオン」という新聞に初めて日本の記事が載るのは1847年のことです。１月１日

に、来週日本のことをいうというように予告記事が出るのですけれども、その前の46

年の７月にセシーユという帝国が率いるフランス艦隊が長崎に立ち寄ったというエピ

ソードが挙げられています。これは本当に長崎に上陸したわけではございませんで、

鎖国中で、停泊を命じられて、ただ物資の補給などは受けるのです。その記事は、日

本人がフランス艦隊を偵察しにやってきたが、役人の一人一人はフランスの船の機械

や兵器などあらゆることにきわめて強い興味を示した、また、彼らは意外に開放的で

あるというような内容になっております。

この時代の日本の状況を一応ここで整理しておきますと、1853年にアメリカのペリ

ーが浦賀に来まして、開国を迫ります。そして、54年には日米和親条約が調印され、

それから堰を切ったように欧米の列強が日本と和親条約を結ぶようになります。

これから引用ならびに図版資料にしたがってお話させていただきます（引用・図版

資料は、巻末にまとめて掲載。なお、引用に付した題名は、内容が把握しやすいよう

に朝比奈がつけたもの。）が、ここに出ています挿絵はすべて、雑誌に出たときにはも

っともっと大きいものです。この３倍から４倍のサイズ、場合によっては全面の挿絵

になっている場合もございます。非常に大きいものを便宜上縮めたものです。

まず引用１「ヴィルジニー号の凾館訪問」（図版①）。これは、1856年に函館を訪れ
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たヴィルジニー号という船の記録です。何はともあれ、少し読んでみます。線を引い

たところだけを読みます。我々は「どこにでも行くことができた。今なお効力を持つ

タイコーサマの命令が、ヨーロッパの侵略の流れに抵抗して 300年にもわたり守って

きた日本というこの国において、これは驚異的なことではないだろうか？ 今日では

その古びた［鎖国の］障壁はずいぶん揺るがされている。しかしそれらはいつ廃棄さ

れるのか」。数行ですけれども、この記事に象徴されますように、何といってもフラン

スの艦隊にとって（そしてほかのいろいろな艦隊にとっても）、一番の関心事は、やは

り日本における鎖国のことです。日本が長きにわたって国を閉じてきたことが、非常

に不思議なものと映っているということです。

例えば引用５「薩摩藩邸焼き討ち」（図版④）。これはまた後で別の面でも解説をさ

せていただきますけれども、そこの中にも、引用の線を引いたところで、「かつては野

蛮だった国々が近代的な進歩へと急速な歩みを遂げているあいだに、日本はいわば、

自身の傲慢な無知の中に結晶のようにこり固まっていた」というような記述もござい

ます。

また、引用２「開国の意味：文明化」をみていただくと、鎖国というものがいつか

は崩れるのだという信念をフランスはもっているようです。「正義と真実という打ち負

かすことのできない理念に抗おうとするときには」(つまり、理念にあらがって鎖国を

続けようとするときには)、「乗り越えがたい障害に出会う。人間社会の進歩は、神の

摂理に基づく法則ではないだろうか」というような言い方をしています。

これらからわかることというのは、フランス人が日本の鎖国を見る際の１つの重要

なポイントは、「文明化」、あるいは「進歩」という概念です。「進歩」こそは、19世紀

の、資本主義が発達した世界を支えてきた理念です。さらにフランスという国は、昔

から、自身が西洋のルーツであるギリシャ・ローマの文明の継承者であることを誇り

とし、自分が継承しているすばらしい文化、自分が体現している文明というものを世

界じゅうに広げることが自身の使命であるというような意識を持っております。文明

化 civilisationは、フランスという国のアイデンティティを支える１つの標語のよう

になっているとさえ言えるのであり、経済、あるいは軍事など以上に、この文明化と

いうことを重視しているフランスの姿勢が、日本の鎖国をめぐる記述からもうかがわ

れます。

引用１に戻りますけれども、ここで下線を引いているところを読んでみたいと思い

ます。「フランスは、ロシアのように征服するのでなく、アメリカ合衆国のように商売

をするのでもなく、イギリスのように植民もしない。そうではなくフランスは、聖フ

ランシスコ・ザヴィエルの偉業を引き継ぎ、血の海の中にあれほど気高く失われたカ

トリックの栄光をふたたび取り戻す宣教師団の祖国となることで満足すべきなのだ」

という節がございます。ご存知のとおりポルトガル人ザヴィエルが日本に来てからキ

リスト教が広まりますが、キリシタン弾圧は非常に厳しいものがございました。その



6

ことをいっているのですね。フランスの立場として、通商といったこと以上に欠くこ

とができない立場として、カトリックの伝播者であるということは非常に重視すべき

ことであるようです。これらが実はフランスを支える理念になっています。

経済、あるいは植民という観点からみると、極東への進出においては、フランスは

諸外国に比べてかなり遅れをとったといえます。アメリカはもちろん、イギリス等々

に比べましても、この極東への進出では、どうもうまくいってないようです。「我々は

あまり植民をすることがうまくない民族であるようだ」というようなこともこの新聞

で実際にいっています。しかしながら、それを補って余りあるようなフランスの役割

というと、これは文明化であり、またキリスト教を伝えることなのだというのです。

これはある意味では建前にすぎないかもしれないのですけれども、例えば先ほど引

き合いに出しましたイギリスの「イラストレイテッド・ロンドン・ニュース」などの

記述をみますと、キリスト教に関しては、非常に淡白な記述が多いです。日本も含め

てイギリス人が訪れた外国の風景は事件については満遍なくいろいろなことを報じて

いますが、宗教、あるいは理念に関しては非常に淡白であるという印象を、私は受け

ました。それに比べて、フランスの記事における文明化、カトリックへの重点の置き

方は、かなり重いものがあると思います。

では、フランスがそうやって入ってきて、徳川体制下の日本をどのようにみていた

のでしょうか。引用４「徳川体制化の日本：厳格な身分制度、武士･役人の傲慢さ」を

ごらんください。ここでは、「名誉の問題、大名や役人らの間で非常に名誉が重視され、

侮辱を受けた者は直ちに自害することで、自分自身の臆病をみずから罰しなければな

らない」とあります。すなわち、皆さんご存じの切腹ですね。やはり切腹というのは、

フランス人にとってかなりショッキングなことであったようです。ただ、この切腹

（これについてはまた別の記事を少しみていきます）もさることながら、それにもま

して、厳格な身分、あるいは名誉の意識というのは問題視されるべきものと映ったよ

うです。

また、同じ記事の中で、「日本の公務員のほとんど軍隊的な傲慢さは、ヨーロッパと

の通商に大きな困難を引き起こしている。じっさい、税関はそうしたヤクニンたちに

よって支配されている。彼らは商取引に関しての全権を握っており、すでに決まった

取引をぶち壊してしまうことさえできる。それに加えて外国人は、民衆には好かれて

いるが、日本の支配階級―つまり武士―からは、ブルジョワジーとプロレタリア

ートの共感を得ているというまさにその理由により毛嫌いされている」、というような

ことをいっています。

ここでは、「ブルジョアジー」と「プロレタリアート」という用語が出てきますが、

これはやはりフランス革命を起こしたフランスならではの記述です。とくに、「イリュ

ストラシオン」という新聞の読者層が革命によってかなりの権利を得た層であってみ

れば、革命を肯定し、民主的な身分差のない社会を望むというスタンスは当たり前の
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ことであり、この姿勢はこの新聞の隅々に出てきています。

さて、この徳川体制下の日本では、外国人を一たん受け入れて開国はしたものの、

当然そのことに反対する運動、すなわち攘夷運動というのが起こってきます。この攘

夷運動の主なものとしては、薩摩藩士が英国人を惨殺した生麦事件とそれに対する賠

償問題から起こった薩英戦争、下関で起こった長州戦争などが挙げられます。

薩摩も長州も最初は攘夷運動の先頭に立っていたわけです。ただ、この生麦事件、

あるいは長州戦争で、いわば攘夷運動の矢面に立って実際に海外と戦火を交えてみて、

薩摩・長州は、これでは、今のままでは外国には決して勝つことができない、急速に

日本も近代化を進めるべきだということを痛感し、急速に倒幕派の方にむしろ傾いて

いくわけです。

しかしながら、もちろん攘夷の動きというのはいつでもあるのでして、例えば、引

用５にある「薩摩藩邸の焼き討ち」（図版④）などというのは、1868年で、大政奉還の

周辺です。大政奉還に至るまでにはいろいろな経緯がありましたけれども、結局やは

り倒幕派、あるいは開国派の勢力には打ち勝てないと悟った将軍慶喜は、帝（ミカ

ド）＝朝廷に権力を再び預けるという形で退位をいたします。

薩摩は倒幕の先頭に立っていたわけですけれども、その薩摩に対する攘夷派の風当

たりというのは非常に強いものがありました。この薩摩藩邸の焼き討ちというのは、

そういった攘夷派の不満があらわれた事件です。図版の④をごらんください。少し小

さくなってしまって、なかなかごらんになりにくい点もあると思うのですけれども。

「イリュストラシオン」では、この薩摩藩邸の焼き討ちについて伝えると同時に要

約すれば、徳川の統治について、つぎのような記述をしています。「ゴゲン・サマ［権

現様］と呼ばれる日本の貴族［＝徳川家康］が、ミカドの世上権を尊重しながら、あ

るいは、より事実に則した説明をするなら、ミカドに権力の幻影を保持してやりなが

ら、この混乱を収めようとした」。

ここでフランスの新聞が注目しているのは、権現様（家康）を開祖とする徳川とミ

カドという二重体制の存在です。実はこの二重体制の存在というのは、ヨーロッパに

とっては非常に混乱を招くものとして映ったようです。初め開国を迫ったときの日本

の支配者は当然幕府でした。ですから、フランスも最初は幕府に働きかけをします。

アメリカも当然そうです。ところが、開国、あるいは倒幕運動を経て、大政奉還を経

て、明治維新が起こってくると、その国の権力者というのが今度は実質的にミカドへ

と移っていくわけです。このミカドと将軍という二重の権力の存在は、外国人にとっ

て非常な混乱になりまして、フランスは最初は幕府側に接近していたらしいです。後

でお話しすることになりますが、幕府は、軍隊を近代化しようという意図でもってフ

ランスの軍事顧問団を招聘しましたが、その軍事顧問団がこの薩摩藩邸の焼き討ちに

も一役買ったらしいともいわれております。そんな非常に混乱した時代です。

また、それと同時に、この「薩摩藩邸の焼き討ち」記事の少し下の行の方をみてみ
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ますと、日本における身分制度などについてつぎのように書いてあります。「しかしな

がら、これほど何世紀にもわたり自身の殻に閉じこもっていた文明にいきなり受け入

れられた外国人は、必然的に、日本人が侵すべからずと信じ込んでいる多くの馬鹿馬

鹿しい偏見にぶつかることになった。たとえば、ヨーロッパ人やアメリカ人にとって

は、ダイミョーの前でこの国の住民と同じように埃にまみれて平伏するなどというの

はできない相談だった。日本の重要人物に不敵な視線を投げてその敏感なる威信を傷

つけた無礼者を罰するため、家来が剣を抜いたのも１度や２度ではない。それゆえ現

在の革命は、じっさい、外国人の存在が必然的に引き起こした論争に端を発している

のである」。

ここで革命という言葉が出てきました。「イリュストラシオン」の記者は、大政奉還

を、1789年のフランス革命になぞらえて考えているようです。革命の恩恵を受けたブ

ルジョア層を読者層とするこの新聞の記者は、当然、ばかばかしい身分制度を奉じて

いる徳川体制下の日本というものには非常に強い批判を提示しています。

次の引用６「神戸事件首謀者の切腹」（図版⑤）は、神戸事件という、やはり攘夷派

の起こした事件の１つに関する記事です。備前の藩士が神戸の居留地で見聞中の外国

公使に発砲したというところから、非常に騒ぎが大きくなった事件です。結局その首

謀者は切腹を命ぜられることになって、外国の公使がずらりと招かれた会場で切腹を

することになります。図版⑤がその様子なのですけれども、こういう切腹が公開され

るようになった背景には、さまざまな外国の意図が絡んでいます。日本に外国の威信

を知らしめるであるとか、列強がたがいに自分の威信を確立したいといったような意

図が絡んで、このような催し物による演出がなされることになったわけですが、この

記事は、静かに強い意思でもって自分の死を受け入れていく「受刑者かつ死刑執行

人」である切腹者について、非常に淡々とした描写をしています。

切腹は、ヨーロッパ人にとっては相当ショッキングな処刑というか、自殺の方法で

すから、「イリュストラシオン」でもときに冗談まじりで「ハラキリ」に言及した記事

がいくつか見られます。ただ、残念ながら、切腹について文化論としてまじめに論じ

るに至るまでには、やはりあと70～80年は待たなければならないかと思います。つま

り、20世紀を待つことになるのです。

引用７は、「ミカドの横須賀製鉄所訪問」です。横須賀の製鉄所といいますのは幕府

の時代に建設が決定され、1865年に起工、さまざまな紆余曲折を経て、1872年にやっ

とできた施設です。そこに、それまでは門外不出の存在であったミカドが視察にやっ

てくるのです。この視察に関しては、引用でも省略させていただきましたが、「ミカド

というのは全く外に出ることはない人で、家来たちもミカドを外に出すまい出すまい

としてきたが、このたびやっと出てきた」というような記述もあります。

記事では、この製鉄所でのミカドの１日を詳細に報告した上で、「まもなく日本は、

自身を停滞させている束縛から解放され、進歩と富にむかって完全に門戸を開くだろ
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う」というようなことをいっています。

引用８「大政奉還＝革命」は、大政奉還を総括したような記事です。1873年ですか

ら、大政奉還そのものよりも後になりますが、先ほど申し上げたように革命という言

葉を使っております。これは何といってもフランス革命を実現した国の立場が非常に

大きいといえます。革命を起こした日本は今後民主的になるだろう、日本はようやく

文明化の途に就いたのは非常に喜ばしいことであり、将来の展望に期待しているとい

うような内容になっております。

鎖国から開国に至る日本を見る「イリュストラシオン」の尺度とは、文明化、キリ

スト教、そして革命の3点であると言えます。

では、この時期にフランス人が見た日本人の印象について少しみてみたいと思いま

す。実のところ、幕府の体制、あるいは武士の集団に出会ったときの「イリュストラ

シオン」記者の印象というのはかなり否定的なものが多くなっています。先ほど少し

役人の横暴に関する記事をみたりしましたが、概ね、前近代的、ばかばかしい身分差

別、役人の横暴、進歩の妨げ、といったことが挙げられています。他方、「イリュスト

ラシオン」記者が語る一般の民衆についての印象は、必ずしもそれと一致してはいま

せん。

例えば引用９「フランス人との共通点」。「あらゆる文明化された国民のうちで、フ

ランス人こそは、好みと性格から言って日本人がもっとも相性がよいと感じる国民な

のだという確信を得た。知的で活動的、勤勉にして勇敢で活力があり、子供のように

陽気で、悪賢くて軽妙、礼儀正しく親切な日本人は、世界の中でもっともフランス人

と似たところのある国民のひとつである」というようなことをいっています。実はこ

れと同様の内容は、ほかのところにもたびたび出てきます。かなり好感をもってみて

いる面もあるのですね。

ここにもし中国、あるいは韓国、朝鮮、あるいは琉球、沖縄の方がいらしていたら、

申しわけないのですけれども、これら日本のまわりの国々に対する「イリュストラシ

オン」記者の評は、私がみる範囲では、中国人につきましては、考えていることがよ

くわからない、なかなかつき合うのが難しい、気難しいというような記述があります。

朝鮮に関しては、中国、あるいは日本という国に挟まれて、いつも隷従、従うことに

慣れきっているというようなことをいってみたり、琉球については、かつては楽園の

ような島であったのが、日本や中国に実権を掌握され、全く気力を失ってしまってい

るという、そんなことを嘆く記事がいろいろとあらわれてまいります。ただし、私は

やはり日本を中心に記事を読んでいるので、日本びいきの記事が多く見られるという

ことかもしれません。中国に関する記事もまた、ものすごく多くあるのです。当然、

親中国派の記者もいるはずですから、全然違った記述があるであろうということは想

像に難くないところです。ただ日本記事に関するかぎり、日本人の評価は決して低く

はありません。
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少しおもしろいこととして挙げられるのが、引用１０（図版a1）の「公衆浴場」つ

まり日本のふろ屋の記述です。「習俗の点から言えば、日本国民は信じられないほど堕

落している……近親相姦といった東洋人のもっとも恥ずべき情熱が、風土病と言って

もよい」ほどの域に達している、というように大変な批判をしております。やはりキ

リスト教国であるフランスの人にとっては、他人の前で惜しげもなく裸の姿をさらす

のはとんでもないことだったようです。こんなものから早く目を背けたいなどという

記述もあるぐらいです。ただ、引用11では―この記者はなかなか考えの広い人だな

と思うのですけれども―とんでもないと否定しながらも、「みんなが裸で、男も女も

混じって入浴しているのにもかかわらず、ここでは混乱（性的混乱）が一切起きない。

みんなまじめに体をこすり合うために来ているのだ」と述べて、そのことに非常に驚

いております。当時のヨーロッパというのは、人前で裸になるといったら性行為のほ

か何も意味しないのですね。日本では―今でも私たちも温泉に行きますけれども

―裸体をさらすことに対する観念がキリスト教国とはまったく違います。その落差

がみえて、なかなかおもしろいところです。

図版もなかなかおもしろいものです。日本人の入浴風景といっているのですけれど

も、よくこの図版をみてみると、まるでローマの衣を着たような人が体を洗ってやっ

ているというような、やはり実際にみて書いていない部分もあるわけで、そうすると、

大変おもしろい、奇妙な西洋と日本の混交が起きます。

その下にある図版a2は、函館の祭りの風景です。引用１２「祭の印象」では、この

祭りの進行や行列の人々の装束、たくさんの見物人が集まってみな酔いしれている様

子などがかなり詳細に描写してあります。その後に、祭に集まっている民衆について、

「放縦の極みにあったこの人々全体のなかに、制圧しなければならないような混乱は

一つとして起きなかった」としています。みんなが酒に酔っぱらっているのにもかか

わらず、何の混乱も起きず、みんなが陽気に祭りを楽しんでいる、彼らはお互いに礼

儀正しく、物腰がやわらかである、ヨーロッパで人が集まって酒を飲んだりしたとき

に、えてして起こるような混乱と無縁である、と、日本の民衆の気質をかなり評価し

ています。

この祭りの描写はなかなかおもしろいものがありまして、機会があられたら、先に

ご紹介しました『フランスから見た幕末維新』をごらんいただけたらと思います。

引用13「相撲」（図版ａ３）をごらんください。相撲というのはやはりヨーロッパの

人にとっては驚き以外の何物でもなかったようです。力士に関する記者の描写を拾っ

てみます。「スポーツだと思って来たのに、互いに向き合って、あきれるほどじっと身

動きせずにいるばかり」（動かないでいるということ自体、とても不思議なものらしい

ですね）、「あたかも肉が精神を吸い尽くしてしまったかのようだ」、「女性よりも脂肪

のついた胸はぶよぶよと垂れて、動きにつれて揺れる」、「赤っぽい肉封筒」、「ぶよぶ

よした脂肪の固まり」など。これが彼らの生の印象なのですね。



11

この相撲につきましても、これが70～80年後の20世紀の、例えばポール・クローデ

ルなどという人が書いた『朝日の国の黒い鳥』 という評論をみますと、動かないでい

ることに精神性を見出すというところまでフランス人の異文化理解が深化してくるの

ですね。ただ、19世紀の新聞記事ではこのようにかなり生の表現になるのです。こう

いった生の表現というのは、ばかばかしいところはあるのですけれども、読んでいて

おもしろいところはあります。

以上、本格的な異文化理解に至っているとはいえない生の印象に終始しながらも、

フランスの記者が、日本の民衆についてはかなりおもしろさを感じ、また評価をして

いるということは頭に置いておきたいと思います。

２．ジャポニズムの時代

では、次に、1870年代以降1890年ぐらいまでの時代に入りたいと思います。この時

代のテーマはジャポニスムの隆盛です。その大きな契機をつくることになりましたの

が1867年の万博です。実はこの万国博覧会もイギリスで始まった催しです。1851年に

始まって、フランスのパリで第１回の万博が行われたのは1855年、以来、ほぼ11年お

きに行われています。この万博というのは、今ではいろいろな国の文化を紹介する催

しとして認知されていますが、もとを辿ればこの催しは、むしろ通商、あるいは産業

の育成を目的としたものでした。さまざまな国の産物の品評会という感じです。この

博覧会で大衆の興味を引きつけ、開発や通商、販売を促進するという目的が根底にあ

る催し物なのですね。ただ、この万博が行われることで、日本だけではなく、さまざ

まな異国の産物や文化が紹介され、大衆の興味をそそり、そこから異文化理解という

ものの第一歩が踏み出されることになったのです。

引用14「1867年の万博」（図版⑦）をごらんください。この万博には薩摩藩からも参

加していますが、これは江戸幕府が展示した大君館の内部です。もともと印刷が余り

よくないということもあり、おわかりになりにくい点もあるかと思いますが。記事に

は以下のような記述があります。「古くから陶器や翡翠を作りつづけてきた土地（＝中

国）が死に絶えようとしているとき、すでに長い歴史を持つ奇抜で興味深い新たな王

国が現れ、はじめて登場したときから、芸術家や蒐集家たちを魅了してしまったので

ある。色彩、優雅さ、多様性、洗練された形、信じられないほど精緻な細工―彼ら

にはすでにすべてがある」。「すべてがどれほどの値段で熱心に買われ、飛ぶように売

れているのかを知る必要がある」。

また、この引用からかなり飛んで、下線部「端正とは言わないまでも、少なくとも

計り知れないほど独創的で奇抜な展示品となって」いるというように、細工の精緻さ、

繊細な細工というのは非常に評価をされているところです。また、それは「ほとんど

夢をみているような気持ちになるほどだ」といったような記述もみられます。

この1867年の万博において、特に江戸幕府が展示した大君館の評判は大変なものだ
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ったようです。日本の美術、あるいは工芸品がフランスの人たちに強いインパクトを

もたらしました。先ほど見た相撲ももちろん、興味深い異文化として紹介していない

わけではありませんが、あれは「ぶよぶよの肉体」、「肉封筒」などといったようにど

ちらかというときわ物を紹介するといったようなニュアンスがありました。この万博

の出品物の報告においてはじめて、本物の異文化としての評価の一端が出てきたとい

えると思います。

引用15「フィルマン・ジラール画『日本女性の化粧』」（図版⑧）をごらんください。

これは、日本にインスピレーションを受けて描かれた絵画を挿絵で再現したものです。

記事の中でも、日本文化に対する評価が見られます。この時代には、万博などを通じ

て日本の文化が紹介されたことから、一気に日本文化への興味が高まり、日本を作品

の題材にする画家が多く出てきます。皆さんよくご存じのルノアールも、日本を題材

とした絵を描いています。ここでは「イリュストラシオン」で数多く紹介された絵画

の挿絵の中から一例をご紹介したにすぎません。ほんとうに西洋の画家が日本趣味の

絵を一気にかくようになるのですね。図版からそれを少し感じていただけたらと思い

ます。肉体の描き方は、太り肉の女が出てきて、まるでルノアールのようですね。偽

者の日本といえばそれまでですが、むしろここには、画家のインスピレーションの中

に生じた日本と西洋の融合を見るべきでしょう。

ジャポニズムが現われたのは絵画ばかりではありません。日本を題材にした連載小

説も書かれていきます。引用16の『ヒョットコ』がその例です。残念ながら挿絵なし

のですが、なかなかおもしろい内容です。題名のヒョットコというのは主人公の名前

です。女の人です。ヒョットコという美しい日本娘と、開国でやってきたフランス軍

の将校ラヴィゾンの恋の物語ですが、彼らの恋にはさまざまな苦難がつきまといます。

オガサワラという大名がヒョットコに横恋慕をして、何とかヒョットコを奪おうとす

る、命からがら逃げるが、大君（将軍）がヒョットコに手を伸ばしてくる。ラヴィゾ

ンは万難を排してこれを救い、天皇に会見して開国・開化を進言し、そしてめでたく

ヒョットコと結ばれるという筋です。ここでもやはり大君と天皇は大変おもしろい設

定になっています。大君というのは古い体制、打ち破るべき体制の象徴、天皇は未来

のあるべき体制の作り手、そして天皇に未来のあるべき姿を示唆するのはフランス人

将校ラヴィゾンというわけです。

外国を題材にした連載小説というのは、「イリュストラシオン」という雑誌の目玉記

事の１つです。日本ばかりでなく、あらゆる外国のさまざまな風物を盛り込んだ形で

連載小説が編まれています。この「ヒョットコ」に関しましても、ヒョットコという

少女とラヴィゾンの恋愛を軸にしながら、日本の文化や社会、あるいは生活様式が紹

介されていきます。

時間の関係で全部を読むことはとてもできませんが、興味深いところを拾ってみま

しょう。例えば、「町人というのはとても教養があって頭がいいけれども、身分は低
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い」、「彼らは自分の富とか知性を隠して身をひそめていなければいけないが、本当は

勢いのあるのは町人である」といったような記述が見られます。大名あるいは大君

（将軍）に対する批判は連載のなかで一貫しています。日本の女性の着物の美しさを

紹介するようなパッセージもあります。一方、日本の女性に関しては、「すべてにおい

て意思がなく、子供のときには両親に従い、また結婚したら夫に従う」、「その女性の

弱さというのが日本の門戸開放や近代化の大きい障壁になっている」というような記

述もみられます。ラヴィソンに出会ったことでヒョットコと家族の者が自由、人権感

覚に目覚めていく過程もなかなかおもしろく読めます。このように、筋自体はたわい

もないものなのですが、この連載には、フィクションを通して異国の文化をときに批

判も交えて紹介し、読者を楽しませ、かつ教化するという方向性がつねに存在してい

ます。

また、当日追加資料（図版21）は、1889年に開館されたギメ美術館のものです。パ

リのシャンゼリゼ、エッフェル塔などにもかなり近い、イエナ橋というところに現在

もある美術館です。エミール・ギメという人は実際にこの時代に日本を訪れている人

の１人です。ギメは、もともとは必ずしも東洋学の専門ではなかったのですけれども、

東洋の宗教に興味を覚えて、日本のみならずインド、中国などさまざまな東洋の国を

訪れて、仏像やさまざまな美術品などを持ち帰り、それがもとになってギメ美術館が

できました。ここでお目にかけている図版では、インドも東南アジアも中国も日本も、

いろいろなものがごちゃごちゃになって１つの画面を構成しています。

明治維新以後は、神道を国家宗教として位置づけようという動きが起きてきますか

ら、それには仏教が邪魔なわけですね。それがラジカルな形で廃仏毀釈運動へと発展

してゆきます。「イリュストラシオン」によれば、仏教寺院は非常に危機感を覚え、そ

れゆえ外国から来たギメという東洋学者に、普通なら期待のできないような好意を示

してくれたということです。つまり、外国人によって日本の寺、仏教の良さをわかっ

てもらえば、それが力になるのではといったような意図から、かなり親切にいろいろ

なことを教えてくれたらしいのですね。「宗教改革」（1877年２月10日号、当日追加資

料 図版⑳）は、ギメがお寺を訪れて話を聞いたときのものです。一方、神道側も、

仏教に負けじとギメを招待して、随分いろいろな情報をくれたらしいのです。それに

より得られたギメの成果を集めたのがギメ美術館なのです。

詳しく申し上げる時間がありませんが、このほか、さまざまな美術作品、あるいは

オペラや演劇に日本が取り上げられることも非常に多くなりました。例えば引用17

「日本趣味のオペラ『コジキ』」（図版⑨）をごらんください。これもたくさんある日

本趣味の演劇やオペラの一例にすぎませんが、筋をみると、恋人がいて、その恋路を

邪魔する者が出てきて、万難を排して恋を成就するといったような、あえて日本を持

ち出すことの意義がどこにあるのかわからないような筋です。また、挿絵をごらんに

なると、日本趣味なのか、一体どこの国なのか、よくわからないといったような面も
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あることは事実です。そこに、あえて、習い覚えたばかりの「コジキ」などという名

前を入れてみるわけです。先ほどご紹介した『ヒョットコ』も同様の面があります。

我々からしたら、小説のヒロインに「ヒョットコ」という名をつけるなど笑止千万な

のですが、フランス人の新聞記者にはまだそれがわかっていないのですね。「コジキ」、

「ヒョットコ」などという言葉を覚えますと、それが新鮮で使ってみたいわけです。

そのほか、日本美術の紹介など、文化についてはやはり挿絵に一瞥を投げていただ

くと、よりわかりやすいと思います。例えば引用18（図版⑩）ルイ・ゴンス著『日本

美術』。これは日本美術を体系的に紹介した大著です。図版⑫は1889年の万博の日本館

の外観です。トロカデロというところに別館がしつらえられまして（引用19 図版⑪）、

そこでは盆栽が紹介されました。「イリュストラシオン」では盆栽について挿絵つきで

かなりの紙面を割いています。

そのほか、時間の関係もありますので省きましたけれども、「イリュストラシオン」

では、いわゆる王道のような作品ばかりではなく、例えば日本の切り絵やパズル、箸

の使い方、日本から輸入した着物の流行といったように、日常の生活に密着した情報

が随時いろいろな形で出されています。「イリュストラシオン」という雑誌は、ブルジ

ョア階層に日常の楽しみを与えるという性格も強く、さまざまな日常的な品物、楽し

みといったものを扱った記事が非常に多いということも申し上げておきます。そんな

ものを通してジャポニスム、日本趣味というものが大衆の中に浸透していったわけで

す。

３．近代国家日本への批判

では、大変駆け足ですが、最後の項目である近代国家日本への評価と批判というと

ころに移ってまいりたいと思います。この近代国家日本への評価と批判について考え

る際にとくに材料としたいのが、1894年から95年にかけての日清戦争周辺の記事です。

日本はそれまで欧米をまねる形で近代国家を急いで建設してきて、19世紀末には一定

の成果を上げたといえると思います。日清戦争は、それを海外に示すことになったた

ぐいまれな機会となりました。一方、少し否定的な面をみるとすれば、以来、第一次

・第二次世界大戦へとつながる戦争へと日本が進んでいく契機にもなった事件であろ

うかと思います。

まず、図版⑬から⑯をごらんください。⑬は巡洋艦「浪速号」です。これはほんの

一例です。ほかにもいろいろな船が出てきます。船の名前を一々挙げて解説していた

りもしますし、村田銃などという、西洋の銃をまねた銃の絵がそのまま出てきたり、

あるいは肖像画―ここでは山県有朋と伊藤博文ですが―も頻繁に多数掲載されま

す。また、旅順港全景といったようなものが出てきたり、あるいは旅順でも、もっと

細かい、砲台や大砲などというものの挿絵が掲載されることもあります。

図版⑮は、オッペンハイマー兄弟が提供した図版を転載したもので、日本の軍隊の
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変遷を絵にしています。

この日清戦争について、フランスの記者たちがどのような評価をしているか。これ

も時間の関係でやはりはしょらざるを得ませんが、少し文頭のところだけでも読んで

みたいと思います。引用20「脅威か単なる摸倣か：フランス軍事顧問団と日本陸軍」

をごらんください。「およそ30年前から懸命にヨーロッパの模倣をしている極東の特異

な小国の民が、究極の体験によってみずからの成せる業を確固たるものにしようとし

ている。つまりこの国は、最新のきわめて科学的な戦争の手続きを通じて、近隣の何

十万もの人々を根絶やしにしながら、『文明』大国の肩書きを恒久的にわがものにしよ

うとしているのである」。非常に辛辣な書き出しです。

以下、スペースの関係もありまして、少し削らせていただいたのですが、フランス

の軍事顧問団による日本の軍隊の再編ということがかなり事細かにたどられています。

記事に即したかたちでまとめてみると、まず、このフランスの軍事顧問団を招いたの

は、最初の方で申し上げたとおり江戸幕府です。1866年から始まるのですが、第一次

顧問団の就任期間は1866年から14ヵ月です。これは政変の関係もあって、滞在期間が

短く、組織の基礎をつくったということぐらいまでだったようです。第二次顧問団、

これは明治政府になってから、1871年から８年間にわたり活動しました。この時期の

ポイントは、「イリュストラシオン」の記事によれば、「かつての武士精神から近代の

軍隊精神へと日本の精神を変貌させ」たことで「近代的な軍隊の構成、組織も含めて、

本当の意味の基礎をつくった」のがこの第二次の時期であるとされています。第三次

はその仕上げの時期で、1884年から89年にわたります。

ところで、「イリュストラシオン」の記者は、こうして「近代化」された日本軍につ

いて次のようなことを述べています。「日本の軍隊というのは、なるほど非常にすばら

しいものであるけれども、これは形だけにすぎない。何しろ戦争したことがないから

（この記事は日清戦争前夜にかかれています）。戦争をしたことがないから、化けの皮

もはがれるだろう。」さらには、「日本人は結局模倣をしているにすぎない。彼ら模倣

を創造だと考えているようだ。剽窃家でありながら発明家と名乗っている」というよ

うな辛辣なこともいっています。

このような辛辣な評価をする１つの原因としまして以下の事情も考慮に入れるべき

でしょう。すなわち、フランスの軍事顧問団というのは、いわば日本の軍隊の基礎を

築いたわけです。しかしながら、日本の方が途中から方向転換をしまして、ドイツに

顧問を依頼するようになるのですね。というのは、どうもフランスのような西洋の先

進国よりも、むしろビスマルクという宰相に率いられて、後進国でありながらフラン

スを脅かす存在になり得たドイツのまねをした方がいいのではないかというようなこ

ともあったようです。それで、指導者をドイツに変えていくのですね。「イリュストラ

シン」の記事にも「ドイツ化されてからというもの、それは(＝日本軍)まるで堅苦し

く規則的に歩く小さな鉛の兵隊の集団のように…」などというように、かなり不満が
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あらわれています。

とはいえ、実際に戦争が起こってみると、日本軍の目覚ましい活躍は、ヨーロッパ

の新聞記者にも無視すべからざるものと映ったようです。引用21「日清戦争における

日本軍の活躍」をごらんください。日本軍の活躍を報じる記事はたくさんありますが、

その一例です。「日本軍は先の11月21日、旅順の輝かしい戦勝により、すでに中国から

勝ち取っていた一連の勝利を不動のものとした」等々。中国というものが弱体化して

いるのに乗じて、近代化された日本が進んでいく様子を詳細に伝える記事が多数あり

ます。

一番下の下線部ですが、「ある意味で戦闘の成功を決定づけると言える旅順港の占領

は、近代的な強国としての日本の力量を他に知らしめるものだった」といったような

高い評価が出てきます。

ちょっと引用文献が飛びますが、例えば引用23「義和団の乱と北京の連合軍」をご

らんください。これは1900年中国で起こった義和団の乱の制圧を報じたものですが、

この義和団の乱におきまして、日本軍はヨーロッパの連合軍につく形になるのですね。

義和団という中国の反乱軍をヨーロッパの軍隊がいかに制圧するかということは大変

な懸案となっていて、義和団はかなり激しい抵抗をしたらしいです。ヨーロッパの居

留民が孤立してしまったりしまして、その対策を考えあぐねていた。記事によれば、

「その救出が問題となったが、まともに進んだのでは数ヵ月かかるだろうといわれて

いたようなところに、非常に優秀な指揮官に率いられた日本軍が登場して、ヨーロッ

パ軍が進まないなら、自分だけでも突破をするといって突破をし、中国人をやっつけ

て、そしてヨーロッパ人を解放した」、つまり、「我々（ヨーロッパ軍）の救世主はミ

カドの軍隊である」といったような、日本軍の優秀さをたたえる文も出てまいります。

つけ加えるなら、ここでは、挿絵ではなく写真が掲載されています。1890年ぐらいか

ら少しずつ、挿絵にかわって写真が出てくるのですけれども、1900年まではまだまだ、

数少ない写真の１つです。図版⑰です。これは義和団の乱で北京を解放するのに貢献

した日本の将校たちです。

このように日本をたたえる一方で、引用22「日本人の表と裏―根強い反欧主義」

のような記事も書かれます。これは時代からいいますと、1895年、日清戦争の少し後

になります。私などが読んでいましても、日本人としては余り気持ちのよくない、非

常に意地悪く辛辣な内容になっています。かいつまんだ形でしか申し上げられません

けれども、「日本というのは非常に急速に近代化をして、ヨーロッパ精神を自分のもの

にしたようにみえるけれども、結局みせかけの日本と隠された日本という２つの面が

ある」。外国人旅行者にとっては、日本を訪れるというのは大変興味深いことですね。

例えば日本のお寺であるとか、着物をみたり。だが、それは実は「陳列用の商品見本

のように飾りたてられた日本」であって、また、「それを広める方法も気前良く整えら

れている。そのおかげで国庫はかなり潤っている。土地の住民たちは善意の仲介をし
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ながらいそいそとそれを見せようとする」など。

段落が変わると、「しかしながら、見えるのは御殿が寄り集まったようなホテルなど

ばかり。イギリス人やアメリカ人といった観光客が見ているのは、日本人によって経

営されている土産物屋ばかりだ。旅行者が日本文化と思って見ているもの、たとえば、

寺などは、過去のものであり、全く滅んでしまったものなのだ」といったような非常

に辛辣な見方をしています。

その下の段落では、「すだれをかけた窓の奥がみえないと同じように、日本人の本当

の姿はうかがい知れない」、「日本人の細い目の裂け目からは、心の中をうかがうこと

ができないのと同じように、日本人の本当の姿などというのはみえないのである」と

いうことをいっています。目というのはやはり西洋人にとっては心の窓であるらしい

ですね。ですから、目が細い日本人というのは、ある意味ではとらえどころのない、

心を見せない、油断のならないものともみえるし、また、私の友人のひとりが言った

ところによれば、ある意味では計り知れない魅力と見えることもあるようです。とは

いえ、この記事の中では、日本人の容姿も一貫して非常に否定的に報道されています。

そして、記者（ビルタール・ラゲリー）は、「すだれの奥にこそ本当の日本人、つま

り、極東における白人の通商や影響を廃絶するための準備をしている日本人が隠され

ている」としています。つまり、欧化政策によって、いろいろとヨーロッパのものを

取り入れたようにみえるけれども、心の中では西洋人を非常に嫌っていて、それを廃

絶するための準備を着々としている日本人が隠れているのだということをいっている

のです。

さらに、この辛辣な著者は、以前の記事で報道されていた日本の「革命」（大政奉還、

明治維新）についての考察も行ない、日本で革命が起こったと言われるが、実は日本

の社会は何も変わっていないのだということを強調しています。彼の記事の内容をま

とめると次のようになります。「勅令が出て、昔の身分制度が全部反古になってしまっ

たはずであるのに、既得権益は依然として残っている。また、その既得権をもってい

る者というのは、相当の経済的利得を得ている。上流階級は無気力、下流階級も身分

制度などを打ち破る力は残っていない」。この著者がいちばん我慢がならないのはどう

も中産階級、日本のブルジョアたちらしいです。「ヨーロッパ風の服装をするのは、宮

廷で職務を遂行する上・中級官吏か、または、開港された港にいる限られた商人か、

あるいは公共の場に出るときに限られる」。「そんな連中が皆家に帰るとすぐに着物に

着替える。そして、何かあると、着物を着て靴をはいたり、着物に毛皮の帽子をかぶ

ったりといった非常にちぐはぐな格好をして出てくる。そんな連中に限って、なれ親

しんだ服装になると外国の悪口をいうのだ。こういった一見新しく生まれ変わったか

にみえる日本に根強く残っている排外主義というものは、日本から決して消えること

はないのであって、日本は究極的には東洋のプロシアになるのだ」というようなこと

を言っています。この引用の最後の方になりますけれども、「東洋のプロシアになるこ
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とを夢みている」とはフランスにとって脅威であるドイツと日本を重ねる見方が、当

時すでにあらわれていたことを示しています。記者はそれを、「黄禍」と呼び、「この

まま日本を放置しておくと、やがて禍がもたらされることになるであろう」といった

ような、非常に否定的かつ意地の悪い批判でもって、この記事を締めくくっています。

以上、大変駆け足でありますけれども、フランス人のみた日本というのを３つの期

間に分けてみてまいりました。1、2分で振り返ると、最初の時期の記者たちには、鎖

国という、フランス人からみると非常に不思議で理不尽な体制にある日本を、文明の

力によって開国・文明化へと導くということをフランスの使命と考える姿勢がみとめ

られます。また彼らは、彼らの導きによく答えた日本というのをかなり評価していた

ようです。そして、中期、つまりジャポニスムの時代になりますと、単に後進国を導

いてやるということだけではなく、異文化としての日本の姿が―まだ不十分な形で

はあれ―見えてきます。特に美術品などを通して、単に物珍しいということではな

くて、ヨーロッパとは違う価値をもった文化があるのだということが理解されるよう

になってきます。そして、日清戦争、あるいは義和団の乱（ゆくゆくは日露戦争へと

発展していくのでしょうけれども）の時代になると、かつては、いわば自分たちの導

きでもってうまいぐあいに開化をしてきた日本というのを好意的にみていたのが、そ

うとばかりもいっていられない時代になってきた、というような感覚になってくるの

です。

じつは、開化をさせるというのも、ヨーロッパの立場（利益）から、極東の安定、

あるいは通商上の利益をもくろんで、開化・開国をさせたわけですね。最初のうちは、

日本は、フランスが思ったとおり、あるいはそれ以上に発展してくれるような形にな

ってきたと思われたわけです。ところが、19世紀末期の日清戦争の時代になると、い

わば東方の小国である日本が、フランス人たちの意図を超える形で、分不相応な発展

をし、ひいては彼らを脅かすことにもなりかねない情勢になってきた、というのです。

もちろん、全部が全部 100％そういう論調であるということではありません。もちろ

んこの時代でも日本を評価する記事もたくさんあります。しかしながら、フランスの

記者は、すでにこの時期に、帝国主義をわがものとし、極端な欧化主義を進めて、周

りの中国、あるいは朝鮮といったような国々を蹂躙しつつ、やがて第二次世界大戦へ

と進む兆しをみせ始めた日本の姿を垣間見て、危惧を覚えていたのです。非常に辛口

の批判には、彼らの苛立ちやある種の不安があらわれているとも考えられます。

この「イリュストラシオン」を通してみる日本というのは、最初にも申し上げたと

おり、とても網羅的といえるものではございません。また、大衆に訴える新聞という

性格もありまして、文化、あるいは帝国主義への批判にしても、日本の帝国主義を批

判するならば、ではフランスの帝国主義はどうなのかといった疑問が、私たち日本人

からすでば、当然わき上がってきます。そういったことに対する自己批判をするほど
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深い記事は、すくなくとも当時は、残念ながらあまりなかったようです。そういった

底の浅さはあるものの、文化を大衆の視点でみるということに関して、「イリュストラ

シオン」という新聞の日本関係記事は、私にとりましてはかなり興味深い材料を提供

してくれたように思います。

４．質疑応答

○司会者 どうもありがとうございました。

大変な作業だなと伺っていました。ちょっと基本的なところから少し教えていただ

きたいのですけれども、まずこの「イリュストラシオン」というのは週刊なのでしょ

うか、月刊なのでしょうか。それから、どのぐらいの間隔で出ているのですか。

○朝比奈 週刊ですね。

○司会者 1843年から、きょうは1900年までの50数年間ですけれども、先生が研究

を進められるときは、50年分の新聞というのはどういう状態になっているのでしょう

か。

○朝比奈 これは有名な新聞ですので、例えばフランスの国立図書館その他、有名

な図書館ではかなり所蔵している可能性も多いのです。日本でも立教大学にほぼ全巻

がそろっております。私は原典に当たる場合は、やはりそこを随分使わせていただき

ました。また、横浜開港資料館という施設があって、そこでも全巻そろっていて、ま

たそれを編んだ本もできております。翻訳をする際には随分参考にさせていただきま

した。

○司会者 そうすると、その研究者という一群の人たちがいらっしゃるという感じ

になるわけですね。

○朝比奈 そうですね。ただ、それにどれほど集中した研究がなされているかは疑

問です。なんといっても記事が、それこそ 100年分にしますと５万ページぐらいと膨

大なものになること、また記事の内容が、きょうお読みしたとおりばかばかしいもの

も多いということがあって、それらを体系的に読み解くというのは、なかなか労多く

して益少ない作業であろうということがあるのですね。

○司会者 例えば日経新聞を50年分読んでも、やはり書いた人によっても時代によ

っても違うでしょうし。

○朝比奈 そうですね。

○司会者 先生以外の「イリュストラシオン」を読んでいらっしゃる研究者の方と

いうのは、どういう視点で読まれる場合が多いのでしょうか。

○朝比奈 横浜開港資料館では、創刊から日露戦争までの時期の日本記事を収集、

コピーした資料が編纂されています。大きい３巻本になっています。これは翻訳では

なく、記事を集めた資料集ですが、もちろん収集するときに記事の内容をみきわめる

わけですから、学芸員の方々は記事の内容を把握し、アウトラインをメモしてくださ
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ったりしています。でも、今のところはそれぐらいでしょうか。

○司会者 そうすると、まだみつかっていない視点というか、いろいろな利用方法

があり得る資料ということになるわけですね。

○朝比奈 そうですね。ちょっと申し遅れましたが、この「イリュストラシオン」

という新聞を、フランスにおいてフランスの大衆文化をどのようにつくり上げてきた

かという視点から研究した仕事があります。これは仏文畑の、小倉孝誠さん（慶應大

学教授）によるものです。3巻本の大著です。フランスの「イリュストラシオン」とい

えば参照すべききわめて興味深い仕事です。小倉氏はそこで、総合新聞としての「イ

リュストラシオン」に焦点をあて、当時のフランスを映し出すさまざまな記事のおも

しろさを読み解いています。

○司会者 ｢イリュストラシオン｣は１部幾らで売られていたものなのですか。

○朝比奈 １部が75サンチームです。年間講読料が30フラン（地方は送料も込みで3

2フラン）です。

○司会者 それはどういう金額になるものなのですかね。

○朝比奈 小倉さんの説明を借用させていただけば、75サンチームというのは２日

分のパンに当たります。

○司会者 それは６回分ということですか。

○朝比奈 そうですね。当時、挿絵入りの新聞は幾つか出たのですが、その中でも

高い方だったらしいです。もっともっと大衆的な新聞もたくさんあって、より売れた

ものもあったらしいです。

○司会者 １部何ページぐらいのものなのですか。

○朝比奈 １部が大体10数ページから20ページほどですね。そして、その中に挿絵

は、かなり大きい挿絵も含めて10個ぐらいは入っています。

○司会者 この「イリュストラシオン」の図版入り新聞というものが、その後写真

入り新聞に引き継がれていくわけだと思うのですけれども、その後継した新聞という

ものでは何を引き継いでいると考えればよろしいのでしょうかね。「イリュストラシオ

ン」から次の写真の時代に移ったときの代表的なフランスの写真入りの新聞は何にな

っていくのでしょうか。

○朝比奈 どのようにお答えすると一番ご質問の趣旨に合うのかなのですけれども、

挿絵ということについて一言申し上げます。当時もし写真が普及していたなら、多分

写真を撮って載せれば一番シンプルだったはずです。ところが、現実は少しちがいま

した。写真機はあったのですけれども、ダゲレオタイプといって写真を撮るだけでも

のすごく時間がかかったのです。むしろ、挿絵画家が描く方が早くできたらしいので

すね。それで写真でなく挿絵になっていたということがあります。この「イリュスト

ラシオン」も1890年ぐらいからどんどん写真が出てきます。つまり、初期からこの新

聞の果たした役割というのは、ある意味で、写真入りの、今でいうグラビア雑誌であ
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るとか、写真入りの週刊誌にあたるものであったと思われます。しかも、この新聞は

創刊当時から値段が高かったということもあり、また、読者層としては、ブルジョア

の中でもインテリ層を対象としていたようで、良識あるブルジョアが読むかなり良識

のグラビア付総合雑誌というような感じだったようですね。

お答えになっているかどうかよくわからないのですが。

○司会者 いやいや、どうもありがとうございます。現代の日本でも『朝日グラ

フ』とか、ああいうものがありましたけれども、それがいわゆる写真週刊誌に退化し

ていくわけですよね。だんだんイエロージャーナリズムの方に向かっていった部分が

あって、高い水準での報道写真を撮ったロバート・キャパみたいな、そういう水準が

維持されなかったような感じがするのですね。

○朝比奈 1900年以降のものについては、私自身がまだ研究を進めていないという

こともありますが、ただ、「イリュストラシオン」の位置は廃刊までおそらくあまりは

変わっていないのだろうと思います。創刊から廃刊までを通じて、有名かつ良識ある

雑誌として、おそらく余り質は落ちてなかったのではと思います。

○司会者 ちょうど時期的にはボアソナード博士が法政大学にいらっしゃったころ

というのは、ジャポニズムの波が元気だったときということですよね。ですから、日

本にいらっしゃる前にフランスでそういうものに触れられて、日本に来られたかもし

れないという、そういう時期ですね。

○朝比奈 そうですね。残念ながら、「イリュストラシオン」日本関係記事には、私

がみた範囲内で、いろいろ落ちもあるかもしれないのですが、ボアソナード博士に関

する記述がないのです。

○司会者 まだ若干時間がございますが、どなたかご質問などございますでしょう

か。

○質問Ａ きょうの解説を伺いまして、特にきょうはフランス人の評価というか、

批評といいますか、当時、向こうは進んでいたのでしょうけれども、なかなか鋭い観

察をしているなと。こういうことは日本人が外国に対してこのような観察ができるの

か。欧米人の特色なのかどうなのか。

○朝比奈 どうでしょう。私は、日本人が外国や外国人について書いたものに精通

しているわけではないので、本当のお答えにはならないかと思いますけれども、ただ

し、この「イリュストラシオン」には、例えば幕府の外国奉行になっているような人

たちについて、「オランダの出島などを通じて外国の文化におどろくほど精通してい

る」という記述がございます。外国を批判的かつ、ある種開かれた目でみていたとい

うのは、これは日本についても当然言えることではないかと思います。ただし、やは

り構造的な問題として、経済、通商の基盤であるとか、近代国家を支えるものとして

の軍隊組織などといったものが19世紀以降は不可欠になってきますが、そこが、すく

なくとも当時はどうしても西洋にはかなわないという事情があったせいで、日本は、
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西洋をまねしなければならないという非常に苦しい、いわば構造的なハンディを負っ

ていたわけです。それゆえ、フランスが日本にしたような、ある意味で上から下にみ

おろすような批判はできていないのではと思います。

ただ、私はもっと自分が日本史に精通していれば、幕府の記録などをみれば、きっ

とものすごくおもしろい記述が出てくるのではと思います。ただ、私が把握してない

というだけでございます。

○司会者 日本人は確かに卑下するのが得意で、なかなか外国の文化を上から裁断

するように描くという人は余り多くないですよね。

○朝比奈 明治になってからも、例えば高村光太郎、あるいは島崎藤村などがフラ

ンスに行きますね。高村光太郎などというのは物すごくねじれているのです。やはり

日本の理想とか、日本の国を背負って立つという義務感を持って、ものすごいプライ

ドをもってフランスに旅立つのですね。明治時代後半のことです。ところが、フラン

スではなかなか思うようにいかない。フランスに憧れるが、やはり自分のもっている

日本文化も大切なのだというような、いろいろな思いが交錯して、ねじれていくので

す。同様の記述は、明治後半以降欧米文化に接した人々には多く見られます。やはり

当時は、最初から対等な立場の思考ができるというわけには、構造的にいかなかった

かもしれません。

○司会者 2004年に上海の日本領事館に中国の人たちが石を投げていましたけれど

も、仮にああいう暴動がもっと手のつけられない状態になって、日本人が人質にとら

れるような状態になったときに、国際義勇軍か何かわかりませんけれども、みんなで

救いに行きましょうということになったときに、非常に原始的な意味で、歴史的に同

じようなことが起こり得る可能性はなくはないわけですね。ですから、国際化が起こ

ると、必ずその反作用というか、リアクションというのがあるのですけれども、義和

団の乱の話を思い出す日本人というのは、思い出すというか、つまり、2004年の上海

領事館のあのシーンをみたときに、ああ、義和団の乱のときと同じだとかという発想

になる人はなかなか少ないですね。100年もたつと、そのころ生きていた人はいなくな

ってしまうので。

○朝比奈 おっしゃるとおりかもしれませんね。

○司会者 ええ。そこら辺はきょう大変興味深く伺わせていただきました。

○朝比奈 本当に私の専門外のこの発表をご清聴くださいまして、どうもありがと

うございました。

○司会者 では、朝比奈先生、どうもありがとうございました。

（満場拍手）
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日 時：2006 年 6 月 30 日（金） 19:00～20:30

会 場：法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード･タワー25F
イノベーション･マネジメント研究センター セミナー室

司 会：洞口治夫（法政大学大学院

イノベーション･マネジメント研究科教授）



フランスの挿絵入り新聞

『イリュストラシオン』から見た日仏近代

朝比奈美知子（東洋大学）

はじめに

『イリュストラシオン』(1843-1944) とその時代

『イリュストラシオン』に現われた日本

Ｉ．日仏交流の黎明期 ：鎖国から開国・開化へ

II. 異文化に対する興味 ：ジャポニスムの隆盛

III. 近代国家日本への評価と批判

まとめ



フランスの挿絵入り新聞『イリュストラシオン』から見た日仏近代

朝比奈美知子（東洋大学）

＊本発表の内容は、以下の著作の内容に基づくものである。

朝比奈美知子編訳、増子博調解説『フランスから見た幕末維新』、東信堂、2004
同書の翻訳にあたっては、横浜開港資料館篇『「イリュストラシオン」日本関係記事集』全 3 巻（昭和

61 年～平成 2 年）を参考にし、図版の提供を受けた。

＊引用に付したタイトルは、内容把握の便宜のため朝比奈がつけたものである。

０．『イリュストラシオン』(1843-1944) とその時代

社会背景

・資本主義社会の発達 →多数の新聞・雑誌の創刊、発行部数の増加と読者層の拡大 大衆化社会の

到来

・異国、異文化への興味（植民地経営・帝国主義）

『イリュストラシオン』

・総合新聞 journal universel 政治、外交、軍事などに加え、文化記事、外国の情報の充実

・豊富な挿絵

・読者層 ：リベラルなブルジョア層

・扱われる日本記事：網羅的ではなく、フランスにとって興味のある事柄に限られる。

『イリュストラシオン』に現われた日本

Ｉ．日仏交流の黎明期 ：鎖国から開国・開化へ

１．ヴィルジニー号の箱館訪問（1856 年 1 月 19 日号） 図版①

箱館において、われわれの艦船の病人、あるいはむしろシビール号の傷病兵たちは、わたし送った略画

と同様だがより小さな寺院で手当てを受けた。乗組員は自由に陸に上がり、将校は個人宅でであれ、市

場であれ、仏教寺院や国のカミの神社であれ、どこにでも行くことができた。今なお効力を持つタイコ

ーサマの命令が、ヨーロッパの侵略の流れに抵抗して 300 年にもわたり守ってきた日本というこの国に

おいて、これは驚異的なことではないだろうか？今日ではその古びた［鎖国の］障壁はずいぶん揺るが

されている。しかしそれらはいつ廃棄されるのか、そしてそのときフランスの役割はどのようなものに

なるのだろう？それは考えるまでもないことだ。わたしにわかっている役割はただひとつ、あらゆるも

ののなかでもっとも栄光に満ちた役割である。すなわちフランスは、ロシアのように征服するのでなく、

アメリカ合衆国のように商売をするのでもなく、イギリスのように植民もしない。そうではなくフラン

スは、聖フランシスコ・ザヴィエルの偉業を引き継ぎ、血の海の中にあれほど気高く失われたカトリッ

ク[注２]の栄光をふたたび取り戻す宣教師団の祖国となることで満足すべきなのだ。

２．開国の意味：文明化（1856 年 11 月 1 日号）

ひとつの政府の支配力がいかなるものであれ、その権威がいかに絶対的なものであれ、その権威と支

配力は、正義と真実という打ち負かすことのできない理念に抗おうとするときには、乗り越えがたい障

害に出会う。人間社会の進歩は、神の摂理に基づく法則ではないだろうか。その速度を遅くすることは



できても、それを完全に止めてしまうことができるだろうか？堤防をできるかぎり高くしたとしても、

大河の水が積もり積もれば一日のうちにそれを越えてしまうだろう。そして長い時間を費やした仕事も、

勝ち誇る波にさらわれ、数瞬のうちに崩れ去ってしまうだろう。

＊1858 年 10 月 9 日 日仏修好通商条約 調印

３．遣欧使節団(竹内使節団) 日本名の発音に苦労（1862 年 4 月 19 号）図版③

日本皇帝からフランスに派遣された輝かしくご高名なるご一行へ

人の名を間違って書くというのはまったく礼儀にもとることであります。なかでも著名な人々、とり

わけ偉大なる専制君主の使節団員のお歴々の名前の場合はそうです。わたくしは先の「パリ通信」であ

なたがたのお名前について誤りを犯してしまいました。謹んで寛大なるお許しを請う次第であります。

お許しをいただけなければ心が慰みません。(…)タケノウチ＝シモヅケ＝ノ＝カミ、マツダイラ＝イヴ

ラニモ＝カミ、キオニョク＝ノ＝カミという方々をわけのわからないグロテスクで野蛮な名前で紹介し

たことを、どうか読者もお許しくださるように。今回は訂正の必要はないと確信しております。 (…)
ヒタコ・カイサブロ［＝日高圭三郎］、フウカンチ・ゲンジロ［＝福地源一郎］、タチ・コサック［＝立

広作］というのは美しい名前であります。それからマズジナ・ラックタロ［＝水品楽太郎］、オッカザ

キ・タンザイモン［＝岡崎藤左衛門］、それにタコハンチュ・ヒッコシャツロ［＝高松彦三郎］もきわ

めて響きのよい名前です。わがフランスで外国語の発音にこれほど難儀するとは、なんと遺憾なことで

ありましょう！

＊竹内使節団：日本側：江戸、大坂、兵庫、新潟の開講延期の交渉 フランス側：礼、開化への教化

４．徳川体制下の日本：厳格な身分制度、武士・役人の傲慢さ（1862 年 8 月 16 日号）

名誉の問題はダイミョーとヤクニンの間では非常に厳格である。あらゆる侮辱はその場で、侮辱を

した者の死によって濯がれねばならない。さもなければ、侮辱を受けた者は、ただちに自害することで

自分自身の臆病をみずから罰しなければならない。そうでない場合、皇帝が彼に自分自身を罰すること

を命じる。タイクンのものである小さな刀が鞘から抜かれ、死刑囚であると同時に死刑執行人であるそ

の持ち主に、その刃が向けられねばならないのだ。この命令が実行されない場合、その武士の臆病さは

取り返しのつかないものと見なされ、追放、つまり先ほど紹介した刑罰に処せられるのである。彼の財

産は没収され、妻と娘は売春宿に落とされる。

日本の公務員のほとんど軍隊的な傲慢さは、ヨーロッパとの通商に大きな困難を引き起こしている。

じっさい、税関はそうしたヤクニンたちによって支配されている。彼らは商取引に関しての全権を握っ

ており、すでに決まった取引をぶち壊してしまうことさえできる。それに加えて外国人は、民衆には好

かれているが、日本の支配階級からは、ブルジョワジー［金持ちの町人］とプロレタリアート［労働者

階級］の共感を得ているというまさにその理由により毛嫌いされている。これで、ヨーロッパの領事た

ちが全権使節の調印が済んだ条約の条項を実行させるにあたって味わっている苦労の説明がつく。

５．薩摩藩邸焼き討ち（1868 年 3 月 21 日号）図版④

われわれのキリスト教暦の 10 世紀から、神の代理人であると考えられたミカドが、その尊い血筋



を利用して王朝を築き、その支配は今日でも続いている。(…)ゴゲン・サマ［＝権現様］と呼ばれる日

本の貴族［＝徳川家康］が、ミカドの世上権を尊重しながら、あるいは、より事実に則した説明をする

なら、ミカドに権力の幻影を保持してやりながら、この混乱を収めようとした。

かくしてゴゲン・サマは、ミカドに平行し寄生するタイクン王朝を築いた。そして、国の頂点に虚し

く君臨する天皇に君主権という一種の名目上の権利を保持させながら、みずからが権力の実質を握れる

ように手筈を整えた。このかなり複雑な機構のおかげでタイクンは、かつての同輩で、中には何百万人

もの臣下を抱える者もあるダイミョーたちの好戦的な本能を制御するのに成功した。

しかし、この特異な専制君主制 ―― とはいえ政府は君主のかわりに権力を行使する人物に事欠かな

かったわけであるが ―― が何物にも乱されないよう、日本は世界の他の国から隔離されることとなり、

その君主制は、保護政策が実現しうる限りもっとも完璧な例となっている。しかしながら、ひとつの国

民が人類のなかで何の代償もなく孤立集団をなしていることは不可能である。こうして、かつては野蛮

だった国々が近代的な進歩へと急速な歩みを遂げているあいだに、日本はいわば、自身の傲慢な無知の

中に結晶のようにこり固まっていたのである。

この不思議な帝国の門戸を開放させた栄誉は、アメリカ政府に帰するものである。なぜならオランダ

人はほんの少し隙間を開けさせたにすぎなかったからである。ペリー提督の指揮するアメリカの艦隊の

出現により警告を受けた日本政府は、他国との相互自由貿易制を開始することで機構を変え、国をより

よい運命に導く途を選んだ。そのおかげで蒸気機関、電気、そしてとりわけ西洋の野蛮人の砲兵組織を

学ぶことができた。そして、［西洋の］すべての文明国が、ペリー提督の艦隊の交渉により生み出され

た教育効果を利用して日本との関係を結んだ。しかしながら、これほど何世紀にもわたり自身の殻に閉

じこもっていた文明にいきなり受け入れられた外国人は、必然的に、日本人が侵すべからずと信じ込ん

でいる多くの馬鹿馬鹿しい偏見にぶつかることになった。

たとえば、ヨーロッパ人やアメリカ人にとっては、ダイミョーの前でこの国の住民と同じように埃に

まみれて平伏するなどというのはできない相談だった。日本の重要人物に不敵な視線を投げてその敏感

なる威信を傷つけた無礼者を罰するため、家来が剣を抜いたのも１度や２度ではない。それゆえ現在の

革命は、じっさい、外国人の存在が必然的に引き起こした論争に端を発しているのである。

６．神戸事件首謀者の切腹（1868 年 5 月 30 日号）図版⑤

日本からの最新の通信は、日本人が外国人に対して起こした複数の流血の攻撃を報じている。しかし

ながら、少なくとも本紙の最初の挿絵に描き出される処刑の光景は、この国の政府が、われわれの代表

者が要求するいかなる償いも拒みはしないことを示している。

処刑される罪人は、2 月 4 日、兵庫の神戸で外国人に加えられた［備前藩士による］攻撃の首謀者の

武士である。

ミカドの政府が外国代表団の要求に同意したことから、この武士の死刑執行は３月２日兵庫で、信任

状を得て日本に派遣されているあらゆる公使館の代表の列席のもとで行われた。

処刑が行われることになっている寺に代表たちが到着すると、椅子に着席させられた。

そしてしばらくして、死刑囚の滝善三郎が備前の武士 1 名、薩摩の武士 2 名、他に長州の武士 2 名に付

き添われて入場した。兵庫奉行伊藤［俊輔＝博文］がミカドの命により儀式に参列していた。そして証

人であると同時に死刑執行人である 2 人の武士が死刑囚の後に従っていた。

最後の 2 人のうちの 1 人は小卓[＝三方]を持っており、その上にはワキザシ、すなわち処刑用の刀が



見えた。2 人の武士は腕を剥き出しにし、黒の上衣をまとっていた。死刑囚はそれと反対に、このうえ

なく優雅な絹の装束をまとっていた。死刑囚と死刑執行人が外国代表団の前にやってき、地面に頭が着

くほど丁寧な長いお辞儀をした。

この儀式のあと、滝善三郎は寺の真ん中に行き赤の敷物の上に座った。その両端には大燭台が置かれ

ていた。彼は覚悟を決め、死を恐れていない人物と見えた。彼の表情にはいかなる動揺の印もないよう

に見えた。

座ってからしばしの間身動きひとつせずにいた後、死刑囚はいくらかの言葉を口にした。それは次の

ような趣旨だった。

「外国人に対する攻撃を指揮したのは自分ただ一人である。それゆえ切腹をする。（ハラキリだ）こ

こに列席の方々にはその証人となっていただきたくお願いする次第である。」

死刑囚は装束を脱ぎ、体を下腹部まで剥き出しにした。そして小卓に載せて差し出され

た短剣を取り、刃を包んでいた紙を静かに外した。そしてためらうことなく、腹にずぶり

と突き立てた。

彼が前のめりに倒れようとするとき、彼の横にいた 2 人の死刑執行人の 1 人が刀をふるって彼の首を

落とした。列席者は皆まだこの光景が生んだ鮮烈な印象から覚めずにいた。そのとき伊藤が外国代表団

の前に来て、列強の代表の要求した正当なる倍賞行為が実行された旨を告げた。

いつもどおりの挨拶を交わした後、代表団は寺を出た。そして、日本人たちが彼らの通行に際して敵

意の示威行動に出ることもなく、一同は神戸に戻ることができた。

７．ミカドの横須賀製鉄所訪問：開化の第一歩（1872 年 3 月 2 日号） 図版⑥

われわれは、日本人がヨーロッパ文明をめざして踏み出したもっとも大きな歩みの証人となった。こ

こに紹介するのはミカドの横須賀製鉄所訪問である。(…)今や第一歩は踏み出され、ミカドは文明の道

を歩みはじめた。今回の訪問は横須賀だったが、将来は帝国の別の中枢施設も訪れることだろう。彼は

ヨーロッパ人によってもたらされたあらゆる利益について理解することだろう。そしてまもなく日本は、

自身を停滞させている束縛から解放され、進歩と富にむかって完全に門戸を開くだろう。

＊F.L.Verny(1837-1908) が横須賀製鉄所建設の責任者として 1865 年に来日。横須賀・横浜製鉄所の設計原案を作成し

たのち帰仏して要員を雇い入れ、器材の購入などの指揮を取る。66 年に再来日し、製鉄所の長なり、1876 年に帰国する

まで 11 年間その任にあった。

８．大政奉還＝革命（1873 年 3 月 29 日号）

日本で真の革命が完遂されようとしている。そもそもその革命はまったく穏健なものだが、その結果

は間違いなくより実りの多いものとなるだろう。ミカドの政府からヨーロッパに派遣された使節がパリ

にやってきたときすでに、日本人がいかに聡明かつ迅速にわれわれの習慣や文明をみずからに取り入れ

たかを見ることができた。(…)断髪とヨーロッパ式衣服の着用を命じるもののように、あまりにも卑屈

な模倣精神に基づいたものもあるが、それでも不満なく受容され、几帳面に守られている。周知のとお

り、日本の軍隊はフランスの将校で構成される軍事顧問団の世話により完全に再編成された。また、鉄

道ならびに電信網の建設がさかんに進められており、すでにいくつかの線が開通している。それゆえこ

れから数年の後には変貌が完了していることだろう。風趣を好む人々は嘆くかもしれないが、文明化が

失うものは何もないのである。



日本人の印象

９．フランス人との共通点（1857 年 5 月 9 日号）

この興味深い民族のごく内輪の生活を何度も見て調べた末、われわれは、あらゆる文明化された国民

のうちで、フランス人こそは、好みと性格から言って日本人がもっとも相性がよいと感じる国民なのだ

という確信を得た。知的で活動的、勤勉にして勇敢で活力があり、子供のように陽気で、悪賢くて軽妙、

礼儀正しく親切な日本人は、世界の中でもっともフランス人と似たところのある国民のひとつである。

１０．公衆浴場（1857 年 5 月 9 日号）図版 a1 
習俗の点から言えば、日本国民は信じられないほど堕落しているように思われた。雑居

や近親相姦といった東洋人のもっとも恥ずべき情熱が、風土病と言ってもよいほどの域に達しており、

白日のもとに遠慮も恥じらいもなく好まれているのだ。なんといっても公衆浴場では、自ら実行はせず

とも自由にその証人になることのできる奇妙な光景を見て、外国人は驚きで打ちのめされる。そこでは、

性も年齢も違う様々な人々が５０人ほど、大きな部屋に完全に裸で雑然と集っている。老若男女が、い

つも隣人のことなど気にもかけずに体を洗っている。部屋の奥にある共同の浴槽でも、浴槽の外でも、

隣にいる者に身体をこすってもらったり乾かしてもらったりしている女が見える。その隣人とは知り合

いでないことも多いのだ。そして今度は自分が同じようにしてやっている。こちらには若い娘の一団が

いるが、すぐ近くに若い男たちがいて自分たちをためつすがめつ見たり冗談を言ったりするのにも平気

である。あちらには子供たちが、さらに遠くにはくる病を罹った老夫婦がいる。つい目をそらし、もっ

とさわやかな光景へと移してしまう。

１１．同（1862 年 8 月 16 日号）

すべての 2 人組がみな体をこするのに没頭しているので、わたしのとっぴな服装にもかかわらず、誰も

わたしが入ってきたことにさえ気づかなかった。そこに来る人は皆、まじめに入浴をしにきているのだ。

それゆえ、両性が奇妙に入り混じっていてもいかなる性質の混乱も起きないのである。

１２．祭の印象（箱館の氏神の祭）（1857 年 6 月 20 日号）図版 a2
このようにして3日間はこのうえない興奮と放蕩と大宴会のうちに過ぎた。しかし銘記に値するのは、

放縦の極みにあったこの人々全体のなかに、制圧しなければならないような混乱は一つとして起きなか

ったことだ。どこの国でも、街や田舎の祭や多人数の集まりで、血を見もする口喧嘩や殴り合いで終わ

らないものが、そうそうあるだろうか？日本人の間では、互いに礼儀正しくすることがあらゆる階級の

子供の教育で最も重要な点のひとつになっている。それゆえ、いかなる階級に属していようともどんな

状況でも、相互の関係における物腰は非常に物柔らかで、お互いへのいきとどいた配慮が見られる。日

本の祭に混乱がないのは、このような事情によるものなのである。

また、すべての人の顔には喜びが読み取れた。彼らが非常に素直に楽しんでいる様子や、祭の道化が

ふりまくひとつひとつのこっけいな戯言からまきおこる群衆の底抜けに陽気な笑いからすると、酒その

ものは、日本人からその性格のもっとも抜きんでた特徴である陽気さを消すことができないのだとわか

った。この 3 日の間にわたしが気づいたことは、それまでに気づいたあらゆる点にも増して、わたしに

日本人の相互関係のあり方を評価させることになった。またわたしは、専制的であると同時に馬鹿げて



いる [鎖国]政策にこの人々を縛りつけている鎖を打ち砕くことができれば、彼らの性格の中に貴重な可

能性を見出すことができるはずだとの確信をさらに強くした。頭が良く勇敢、活動的で、よく働き器用

なこの国民がみずからの鎖の重さを感じるならば――その日は遠くはないだろう――、そして外国との

関係により彼らが考えることを学んだならば、きわめて暗い闇の中に止まるという条件でしか存続しえ

ない今の仕組みは、すぐさま終わりになるだろう。すでにいく筋かの光がこの闇に差している。旧体制

への抵抗とその転覆のために秘密結社が形成され、組織化されている。どんな火花でも、それが灯れば、

風通しと光を欠くこの社会の下で密かに穿たれてつつある鉱脈を爆発させる可能性がある。

１３．相撲（1865 年 3 月 18 日号） 図版 a3 
この田舎風の棟の下に 10 歳ぐらいの小さなヤクニン［原注には「高位の武士」とあるが、実際は行

司］がおり、片方の手には群衆に向かって叫ぶ力士の名前の一覧を、もう一方の手には双球の形をした

扇
ウチワ

［＝軍配］を持っていた。彼の前では感嘆の叫びを抑えることができなかった…皆、背が 2 メート

ル 10 センチ近くあり、雄牛のような首をし、巨大な上半身で、腕と腿はまるで「肥り肉のマコン美女」

さながらの彼らは、互いに向き合い、あきれるほどじっと身動きせずにいた。―― あたかも肉体が精

神を吸い尽くしてしまったように見えた。(…)彼らの突き出た腹は水腫症患者の腹のように迫り出し、

女性よりも脂肪のついた胸はぶよぶよと垂れ、動きにつれて揺れた。この赤っぽい肉封筒の下にはいか

なる筋肉も際立って見えなかった。また、やさ男のように、彼らの誰ひとりとして胸に毛の茂みのある

者はなかった。それは単に、栄養の取りすぎによる肥満の極致、柔らかくぶよぶよした脂肪の固まり、

いわばストラスブールの鵞鳥かブレスの食肉用に太らせた雌鶏だった。(…) 2 人の英雄は――われなが

らまるでホメロス風の殊勲の話をはじめるがごとしだが――10 分間も体を触ったり腿や腕を擦ったり

して過ごした後、まるで 2 つの弩砲のように互いをめがけて突進した…圧力の衝撃で肉がばしんと音を

たてた。肌に大きな丸い青痣ができ、2 人の力士は、呆けたような様子で互いに見合いながらふたたび

後ろに飛びのいた。それから、重々しく背を向けて桶に近寄り、手を洗った。それからほどなく、また

闘いが始まったが、今度はいくぶん様子が違っていた。彼らは互いにつかみかかるような様子をしなが

ら、叫び、真正面からにらみ合い、そのままの状態でじっと不動のままでおり、両手は折り曲げた膝の

上に置いて、鼻と鼻を突き合わせるように向かい合っていた。そして、相変わらず静かなにらみ合いが

15 分続いたあと、手を洗いに戻っていくのだった。

ＩＩ．異文化日本に対する興味 ：ジャポニスムの隆盛

１４．１８６７年万博：ジャポニスムの始まり（1867 年 9 月 21 日号）図版⑦

古くから陶器や翡翠を作りつづけてきた土地が死に絶えようとしているとき、すでに長い歴史を持つ

奇抜で興味深い新たな王国が現れ、はじめて登場したときから、芸術家や蒐集家たちを魅了してしまっ

たのである。色彩、優雅さ、多様性、洗練された形、信じられないほど精緻な細工―― 彼らにはすで

にすべてがある。愛好家たちは、古びた偶像崇拝を捨てるか、もしくは勉強しなおす必要があるだろう。

漆の駕籠からごく小さな盆まで、巨大な水盤からポケット用の小瓶まで、巨大な家具から小箱まで、あ

るいは巨大な桶から人形の茶碗まで、すべてがどれほどの値段で熱心に買われ、飛ぶように売れるてい

るのかを知る必要がある。(…) こうしたすべてがひとつの館にこのうえなく巧みに集められているの

だが、展示館自体もまた驚異である。館を支える階段の下に、4 つの入口に向き合うように、黒の地に

金の浮き彫りを施し釉薬を塗った陶器製の巨大な壺、竜と植物の奇抜な模様のある青銅の花瓶、古い有



線七宝の巨大な杯など、この世でもっとも美しく古いもののすべてがある。駕籠、輿、長持、香炉、屏

風、提灯、―― それから、夢から出てきたような装束の馬上の武士たち…それはユゴーが赤髭王
バルバロッサ

［神

聖ローマ皇帝フリードリヒ 1 世の渾名］について「覆面をしているが、踵から兜の飾冠まで黄金に包ま

れた」と述べたごとく、金、緋色、紺青、燃える赤、そしてプリズムのあらゆる色合い、目も眩むよう

なひらめきに包まれている。続いて陳列ケースには、薄葉紙に描かれた素描、布地の絵柄、金箔、刺繍

張りを施した絹布、真珠を散りばめたべっこう、漆器、七宝、象嵌入りの金物細工、きわめて柔らかい

蝋に施したかのごとく繊細な細工の翡翠、彫刻を入れた象牙など、あらゆる物質が製品化され、あらゆ

る原料が本来の性質を加工によって和らげられ、端正とは言わないまでも、少なくとも計り知れないほ

ど独創的で奇抜な展示品となって現われているのだ。そしてさらに、陶器製の塔、打ち出し細工を施し

た銅の仏塔、帆掛け舟、武具、旗、衣服、耕作用具、敷物、染物など、挙げればきりがない。しかもそ

れらは周辺にすぎないのだ。ほんとうの驚異は内部展示室にある。もし究極の陶器とはどのようなもの

か理解したいと思うならば、この極東の芸術の聖域に一時立ち止まり、いったん幻惑が覚めたら、瞑想

し、またあらたにじっと見つめることに没頭することだ。

１５．フィルマン・ジラール画『日本女性の化粧』（1873 年 8 月 30 日号） 図版⑧

日本は長い間未知のままで、土地の住民たちのせいでヨーロッパ人による研究ができない状態にあっ

たが、ついにその日本を訪れ、知ることができるようになった。そこにきわめて古い文明があることが

わかったのは驚きであったし、注目すべき芸術作品も見出された。それらは、われわれの古い世界とは

まったく別の理念で生み出されたものであり、類まれな器用さで描かれ、しばしば過度とも言えるよう

な完璧な趣味を備えたものである。

１６．日本を題材にした連載小説『ヒョットコ』（1874 年 11 月 28 日号～1875 年 3 月 13 日号）

《粗筋》

ヨーロッパ文明に惹きつけられた横浜の大商人 Tsjoo は、妻ジングー、娘ヒョットコらの家族を残し、タイクンの使節に加わ

って渡欧中である。主人のいない家に大名オガサワラ一行がやってきてヒョットコの美しさに目をつけ、横暴な振舞いをする。

そこに父 Tsjoo を送り届けにきたフランス人将校ラヴィゾンと使節随行の画家レスパリエが現われ、オガサワラを恐れもせず、

ヒョットコを窮地から救う。二人は Tsjoo 宅に滞在して楽しい一時を過ごすが、威信を傷つけられたオガサワラは復讐を企んで

いる。Tsjoo 宅をオガサワラの妃が訪問し、ヒョットコを城に遣わすように言う。開明派を自認していたはずの父 Tsjoo も母ジ

ングーも、そしてヒョットコさえもがその申し出を喜ぶ。ヒョットコのことを愛しはじめたラヴィゾンは、愛を告白した後任務

に就くため Tsjoo の屋敷を後にする。やがて自身の恋心に気付いたヒョットコは苦悩するが、ひたすらしきたりに従うよう教育

されてきた母ジングーには娘の気持ちが理解できない。オガサワラの家来たちが城からやってくると、ヒョットコは恐れをなし

て逃亡する。Tsjoo 一家は娘の逃亡と外国人とともに革命を企てたという疑いによりオガサワラの襲撃を受け、家を焼き討ちさ

れる。一家はラヴィゾンの勧めに従いフランス公使館に避難する。一方逃亡して苦難を重ねるヒョットコはレスパリエに救われ

るが、今度は大君の一味に誘拐される。ラヴィゾンらは彼女を取り戻しに江戸城に乗り込み、大君の説得を試みる。専制君主の

典型ともいうべき大君は耳を貸そうともしない。が、やがてフランス艦隊の大砲の威力に怯え、即刻日本を立ち去ることを条件

にヒョットコ一家を放免する。さらにラヴィゾンは京都で天皇に謁見して改革を進言する。ヒョットコ一家はフランス艦で日本

を去るが、やがて明治維新がおこり、ラヴィゾンと結婚したヒョットコをはじめ、一家はそれぞれ幸せに暮す。 

「日本の中産階級の町人は、たいていの場合教養があって頭が良く、金持ちでよく働くが、自分の社会



的地位に関してはきわめてへりくだった考え方をしている。財産を使うにも慎ましくこっそりと、幸せ

を隠れ家の奥に隠し、信念を持って身を縮め、貴いお方と崇めて呼ぶ侍には惜しげもなく身を屈め跪く

ことで、実は侍より学もありしばしば金持ちであることの許しを得ようとしている。大領主に踏みつけ

にされることをごく当然と考えているような愚かな二本差しの侍どもを笑うことさえしない。

しかしながら町人たちは、江戸や京都や横浜の通りでは壁にぴったりと身を寄せて歩き、どんな侍が

来てもすぐにひれ伏せるようにいつも背骨を曲げているとしても、木の家に入れば、すっくと立って手

足を伸ばし、息をつき、誰に脅かされることもない自らの権威や、身のまわりの、ヨーロッパの城主た

ちさえかなわないような豪奢を誇りに思うのである。」(1874.11.28) 
 

「［…］門が静かに開き、大きな桜の花束を散らした模様の赤い絹のキリモン［＝着物］を着た小

柄な女が入ってきた。というのは今は春で、日本女性は、西洋では未知の身だしなみの洗練によって、

身にまとう着物の布の模様に季節の花をあしらうのである。キリモンは、胴を白の薄布の帯で締め、後

で巨大な結び目を作って留めてあった。この見知らぬ女の黒髪は、こめかみの上部を厚い蝋で固め、肩

の後で垂らしてあったが、それは間違いなく身分の高い女性の印である。もう一つの際立った特徴とし

て、この女の眉は丹念に抜かれ、そのかわりに黒い弓形の眉が筆でしっかりと描いてあった。

見知らぬ女は、家に入る前に入り口で靴を脱ぐというこの国の習慣に従い、靴を脱ぎ、ただ布製の靴

下を履いただけの小さな足でいそいそと歩いて皆のところまでやってきた。」(1874.12.26) 
 
「日本女性の人生は、すべてにおいて単調かつ一律で、見通しのきくものである。一言で言えばそこ

には自分の意思というものがまったくないのである。子供時代には両親の意思しか知らない。彼女は生

まれながらに穏やかで柔順であるうえに、強制、非難、叱責、有無を言わせぬ助言などとは無縁である。

(…) 日本の少女は、闘うことの魅力を感じたことがなく、ただひとつのこと、すなわち服従しか学んで

いない。(…)夫のものなっても、両親のところにいたときと同じように意思のない奴隷であり、自らに

課せられた束縛を感じることすらないのである。 生まれながらにこのような特異な条件に置かれるこ

とから、日本女性には、根本的に悪い性質が備わるのであり、それがやがてはヨーロッパ人を排斥する

ことにつながっていくのだと思われる。すなわち日本女性には、ヨーロッパの女性の胸に育まれた特別

な活力が、そして、女という性の優しさと弱さから主張が控えめになるとしても、いかなる障害があろ

うとも目標に向かっていくあの意思が、まったくないのである。(…)日本女性の心は、ヨーロッパの女

性の心とは違ってふにゃふにゃの味けない練り粉のごとしで、こねる者の手に屈服し、固有の形を持た

ないのである。」( 1875.1.9) 
 
「西洋人よ、と君主は重々しく言った。おまえは重大な間違いをしている。わたしは、日の沈む国の

政府や人民のことは熟知している。おまえたちの習慣を知るために海を超えて派遣した者たちの中には、

おまえたちのうまい言葉に乗り、おまえたちの文明を見せつけられて虜になってしまった者も少数いる。

［中略］しかしながら、残りの者は皆、忠実にわたしのもとにおまえたちの習慣のことを報告してきた。

おまえたちはそれを日本に導入したいと思っているのだろうが、それは日本を破滅させるだろう。おま

えたちのところでは、一介の庶民が大君に自分の意思を強要しようとするが、この日本では、もっとも

有力な大名でさえ、わたしの前で平伏せずに物の言える者はないし、彼らの命はわたしの思うがままな

のだ。おまえたちの習慣は気に入らない。その話はもうやめにしよう。」(1875.2.27) 



１７．日本趣味のオペラ『コジキ』(1876 年 10 月 28 日号) 図版⑨

上の絵は宮殿の玉座の間で、膝をついた廷臣たちがミカドの死を嘆いている。左にいるのは王位継承

者のコジキ、右に泣きぬれているのはその婚約者ヌシマである。ヌシマは野心家の総理大臣クシココの

娘で、彼は皇帝の義理の父になることを熱望しているが、娘婿のコジキのことは眼中にない。というの

は皇子はじつは皇女だからだ。コジキはほんとうの名はコジカルで、中央の大きな団扇形の中に描かれ

ている絵が示すように、まったき女性の魅力を備えている。彼女は曲芸師フィゾに夢中になる。そして

王位を追われ、下の左側の絵が示すごとく、彼とともに街の広場で曲芸をするようになる。芸は刀［手

裏剣］投げだが、それが結末をもたらすことになる。その右横の絵を参照されたい。フィゾは亡き皇帝

の息子であることが判明する。かくしてコジカも、以後末永く皇帝を飾るこのうえなく美しい花として、

帝室に返り咲くのである。以上。

１８．美術を通しての日本理解：ルイ・ゴンス著『日本美術』（1883 年 11 月 17 日号）図版⑩

周知のとおり日本人は装飾に卓越した能力を示す。彼らは何よりも、生き生きとした描写と動き、そ

れに簡潔化の才を天から授かっている。彼らは様々な種類のものの一般的な性質を描き出すのに優れて

おり、もっとも大胆な意匠の中にあっても、生き物の場合でも静物の場合でも、常に自然に対する感情

に忠実である。

１９．盆栽（1889 年 6 月 8 日号）図版⑪

じっさいそれらは木々のミニチュアである。より正確に言えば、ミニチュアにされた木

々である。とにかくそばによってさらによく見てみることだ…ひとつひとつの鉢に張りつけられたラベ

ルを読んだとき、驚きを通り越して唖然としてしまう。目の前にあるその小さな木は、すでに年老いて

いるのである。70 歳を越しているだ。だがこれは序の口で、さらに進むと、90 歳の木もあれば、100
歳を越えた木もある。150 歳になる木も何本もある。(…) この小さく変形した奇妙なものに対する趣味

は、われわれを驚かすには足りない。なぜならそれは、建築や美術における日本の傾向についてわれわ

れが承知していることとよく合致しているからだ。日本人は大きなもの、壮大なものは理解もしないし

求めもしない。彼らの手に落ちると、自然そのものに至るまで、あらゆるものが小さくなり、縮小され

ＩＩＩ．近代国家日本への評価と批判

＊１８９４～９５年 日清戦争 図版⑬～⑯ 
２0．脅威か単なる摸倣か：フランス軍事顧問団と日本陸軍（1894 年 8 月 18 日号）

およそ 30 年前から懸命にヨーロッパの摸倣をしている極東の特異な小国の民が、究極の体験によっ

てみずからの成せる業を確固たるものにしようとしている。つまりこの国は、最新のきわめて科学的な

戦争の手続きを通じて、近隣の何十万もの人々を根絶やしにしながら、「文明」大国の肩書きを恒久的

にわがものにしようとしているのである。

今日は読者に日本の陸軍
、、、、、

についての専門的研究を紹介しよう。莫大な努力と金を費やして創立された

この奇妙な機構は日本の勝利とアジアの均衡の中でのその優越性を保証することになるにちがいな

い！ 
「閲兵式の日の騎馬姿に出会ったなら、日本軍の将校は非の打ちどころがないように見えるだろう。



じっさい彼は勇敢で強く、規律正しい。しかしながら、演習のときの彼を見たまえ。そうすればすぐ

に、彼の知識がせいぜい酒保の女経営者の裁縫用の指貫ほどのものでしかないことがわかるだろう。理

論を熟知してはいるが、熟知といってもそれはいわば、蓄音機を繰り返し聴いているようなものであり、

彼はいわば正月用のおもちゃのような動き方をする模型機械なのだ。礼儀正しく、正確で、おもしろい

… ネジが壊れるまでは。

何年か前、わが国の将校の訓練を受けていたときには、まだ日本軍に幻想を抱くこともできた。

ドイツ化されてからというもの、それはまるで堅苦しく規則的に歩く小さな鉛の兵隊の集団のように

なってしまい、日本武士が生まれつき持っていた美点はなくなりつつある。(…)彼らは戦争に慣れてい

ないし、これからもまだ長くその状態に留まるだろう。というのも、彼らはなかなか中国に上陸しよう

としないし、中国もまた日本に侵攻しようとしないからである。

それではなぜ、財政に重い負担をかける常備軍が必要なのか？この質問をしたなら日本軍の将校は、

軽蔑したように笑って答えるだろう、「立派な軍隊を持たない国が大国と言えるでしょうか？ 見てご

らんなさい、フランス、ドイツ、ロシア...」と。理由もなく、有用性も関係なく、いつも摸倣の精神が

幅をきかせているのである。(…) 日本人は、結局摸倣は創造だと考えており、剽窃家でありながらみず

から発明家と名乗っているのである。

先日ある日本人将校がわたしに言った、「我々はまもなくあらゆる点についてあなたがたより強くな

りますよ、なにしろ、交渉をもった文明のなかから精髄のみを取り入れているのですから。たとえば軍

事については、フランスならびにその他の国々のなかで最上のものを取り入れました。長靴はオースト

リア製、制服はフランス製、ケピ帽はドイツ製…」

２1．日清戦争における日本軍の活躍（1894 年 12 月 8 日号）

日本は先の 11 月 21 日、旅順の耀かしい戦勝により、すでに中国から勝ち取っていた一連の勝利を不

動のものとした。

ミカドの軍隊の 1 万 8000 人の兵士は、9 人の将軍と総督に率いられた同数の清国軍に守られたこの

堅固な基地を 2 日間で占領してしまった。

ミカドの侵略軍の 3 大隊のうちの 1 つの司令官を一時的に務めることになった陸軍大臣大山大将・伯

爵の指揮のもとで日本陸軍が旅順港の清国側のあらゆる陣地を次々と占領する一方、伊東提督の艦隊は

海上から同地の包囲を固めていた。

この戦闘の目撃者となったポアパス号のある英国将校は、日本軍の勇敢さと動きならびに射撃の正確

さを賞賛している。彼によれば日本軍は、ヨーロッパ軍に比べてもまったく遜色のない軍隊だというこ

とである。

ある意味で戦闘の成功を決定づけると言える旅順港の占領は、近代的な強国としての日本の力量を他

に知らしめるものだった。

２2．日本人の表と裏 ―― 根強い反欧主義（1895 年 11 月 16 日号）

結局日本には、見せかけの日本と、隠された日本という二つの面があるのだ。

前者は、陳列用の商品見本のように飾りたてられた日本である。それを広める方法も気前良く整えら

れている。そのおかげで国庫はかなり潤っている。土地の住民たちは善意の仲介をしながらいそいそと

してそれを見せようとする。(...)  



しかしながら、御殿が寄り集まったようなアメリカ風のホテルや、「画趣豊かな風景」に囲まれた寺

を巡る間、旅行者が個人の住宅として見るのは、イギリス人やアメリカ人、もしくは「異人」のところ

で習い覚えるかどこかのアングロ・サクソン人と結婚して白人もどきになった日本人によって経営され

る「みやげ物」店ばかりである。旅行者が見るのは過去のものだけ、そしてそれはまったく滅んでしま

ったものなのだ。

一方、現代の日本の生活については、クルマヤ（人力車）に揺られていく途中、わずかにその外側の

様子をちらりと見られるだけである。日本の小家屋は、白い紙で覆われすべり溝[＝敷居]をすべらせて

閉める軽い木の格子戸[＝障子]や、ヴェランダ[＝縁側]の前に降ろされた長いスダレ
、、、

（細い竹片で作った

日よけ）の影に隠れて、中を見通すことができない。人々の見せる顔はツゲかマホガニーのように堅く、

額すれすれのところにある瞼[西洋人とちがって彫りが深くないことを意味する]が、店を閉めるときに

店頭にたてかける薄板のごとく、細い目の裂け目を閉じるべく下がっていき、ケトウジン
、、、、、

（野蛮人、外

国人）に語りかけるものといっては、生垣のように並んだ歯と笑うときに浮かぶ切れ切れの皺ばかりな

のである。それを歓迎の印と思うのは、馬鹿正直か、日本に来たばかりの者だけである。

ところで、そうしたスダレ
、、、

や閉じられた瞼の陰に、ほんとうの日本人、つまり、極東における白人の

通商や影響を廃絶することを夢見、その準備をしている日本人が隠されているのである。

公式には、封建制は 1867 年に廃止された。以来、一連の勅令が出て、宮廷や政治・行政生活におい

ては昔ながらの服装や習慣にかわってヨーロッパの服装や習慣が採用されるようになった...しかしなが

ら、勅令の文言がいかに有無を言わせぬものであっても、すでに第二の本性になってしまった習慣や、

既得権の行使から生まれる利益を反古にするほどの力はないのである。

理論上は、天皇によって人格化された国家の定めるところにより、すべての者が平等になった。人々

の差異は、生まれつき持っている能力が不平等であることから生じるもののみになった。しかし実際に

は、弱き人間たちに、もっとも大切なものを失った痛手を慰める代償が残されることになった。

[新政府は、既得権者に対して]公然のあるいは形を変えた[既得権の]奪取を行なって新秩序に対する妥

協なき敵を作るかわりに、即時の賠償や年金を与えることで封建時代のあらゆる財産を買い取った。ま

た、不信や単なる嫉妬によりかつての上流階級[＝旧武家]を遠ざけて国に仕えさせないようにするかわ

りに、サムライを陸・海軍や警察にも迎え入れ、彼らはそこで嬉々として刀を持ち、その能力は邪魔に

なるどころか役に立っている。ダイミョー（封建領主）はトクガワ氏（ショウグンの一族）も含めて高

級官僚になり、1890 年からは上院議員になっている。しかしながら、彼らの同僚や上司としては下級

士族が多数登用された。彼らは能力や成し遂げた任務によって貴族の地位を授けられ、自らの思いがけ

ない栄光を保証してくれる新しい政治体制を厳格に維持しようとしている。

それ以上のことがある。古い身分制度が公然と生き残ったのである。帝国の内閣により出版された『帝

国統計年鑑』（1895）は、カゾク（貴族）、シゾクあるいはサムライ（戦士）ならびにヘイミン（普通の

人々）の数を発表している。ということは、旧体制は廃止されたが温存されているとも、温存されてい

るが廃止されたとも、好きなように解釈できるのである。

ヨーロッパ風の服装をするのは、宮廷で職務を遂行する上・中級官吏か、または、開港された港にい

る限られた商人か、あるいは公共の場に出るときに限られる。皆家に帰るとすぐに玄関で靴を脱いでタ

タミ（ゴザ）の上を歩き、チョッキやズボンやフロックコートを脱いでキモノに着替え、四角の布[＝座

布団]の上に仕立て屋のようにあぐらをかいて座り［昔の仕立て屋があぐらをかいてすわっていたことか



ら］、2 本の小さな棒を使って食事をし、タタミの上でフトン（掛布）を着て寝る。大衆は自分でてんで

に選んだ服装をする。ひたすら頬骨だけが目立つ菱形の顔の上にわれわれの帽子を被ったり、腰の張っ

ていない体にヨーロッパ風の服を着たりすることのこのうえない滑稽さや、始終靴を脱いでいる人間が

靴を履くという不便さを認めながら、やわらかいフェルト帽や、かんかん帽や、蛇腹帽や毛皮の帽子を

被り、キモノの上からケープ状のオーバー外套を羽織り、タビを履き、ゲタと呼ばれ、地上から約 10
センチも高くなっている一種の板を親指と人差し指にはさんだ又＝[鼻緒]でぶら下げるというような

[ちぐはぐな]格好をしている者たちがいる。そんな連中にかぎって、慣れ親しんだ服装になってくつろ

ぐとヨーロッパのことをこき下ろしたがるのである。祝典の日には、小さな虫眼鏡そっくりの大きなレ

ンズがついた青や黒や緑の眼鏡を鼻に掛け、礼服や手袋や深靴で着飾るが、借り物の衣装をまとったよ

うだ。

上流階級は、みずからの特権の行使を保証し持続してくれるものは何でも守ろうとする人々で、家庭

生活の面では純日本的な過去への回帰が目立つ。世の動きを予見するのは彼らの役割であるが、彼らは、

古いしきたりのうち、長らく続いてきたからこそ、日本が必要とする新たな骨格を堅固な脊椎のごとく

支えるのに役立ちそうだと思うものは、すべて維持しようとしている。しかしながら彼らの保守主義は

中流階級の道徳観念のない実用主義によって打ち負かされる。それで彼らは躍起になって、下の身分の

者たちに、国民生活の新しい原則を理解したり取り入れたりしないようにさせるのである。

ゆえに日本は、その小さな家々と同じように、土台がほとんどない柱の区画の上にレンガの階と切り

石の階を積み重ねてできる建物に似ている。

彼らは極東の「プロイセン」の役を演じようとしたばかりであり、「汎黄主義」を夢見ている。彼ら

が渇望する獲物は彼らの手の届くところにあり、その渇望を維持するに十分脆弱な状態にある。それは

日本にとって[イギリスが植民地化した]「インド」に等しいものである。獲物を自在に操る日本は、ア

ジア式「モンロー主義」[＝他の列強の不干渉を主張するかたわらで自国の権益を確実なものにしていく

という意味]を強制するすべを持つことになろう。今はまだその力はないが、日本は期が熟するのを待つ

だろう。そして、その変わることのない執拗な渇望を紛らわすものは何もないだろう。ところで、中国

の分割からは世界的な紛争が生まれるだろう。それゆえ、いわば「黄色の危険」[黄禍、黄色人種が引き

起こす危険]が懸念される。そしてその危機は、日本にあるのである。

２3．義和団の乱と北京の連合軍 (1900 年 11 月 10 日号) 図版⑰

われわれの真の救済者はミカドの軍隊である。(...) 7 月 14 日のに天津占領後は、北京を包囲しつつ、

巧妙に進軍することが必要になった。それには 4 万人の兵力が必要とされ、9 月 6 日もしくは 7 日より

前の作戦開始は不可能とされていた。もしそのとおりにしていたなら、われわれの救援軍が北京に着い

たときには３週間の遅れがひびき、占拠された公使館の残骸がいくつか残るのみとなっていたことだろ

う。連合軍は、強力な陣地から敵を撤退させるために、北倉攻撃に際して、あまり早急に事を進めはし

ないつもりだった。8 月 5 日の栄光は、アメリカ軍と、とりわけ日本軍によるものでる。彼らは、皆の

賞賛の的となる激しさをもって敵の戦線を正面から攻撃した。その間にフレイ将軍は、一握りの陸戦隊

兵士と優秀きわまりない砲兵隊を率い、巧妙な作戦で中国人を背後から攪乱し、西方へと敗走させてい

た。(...) 勝利の翌日、日本軍は、北京進軍の準備は整っており、果敢に戦えば 1 万人程度の兵力で攻



略可能であると宣言した。さらに、もし他国が後に続こうとしないならば、独力でも公使館の救済に向

かうとの旨をつけ加えた。実を言えば、誰もが北京に一番乗りしたいと考えていた。かくして、あまり

に急ぐのでほとんど敗走と見まがうほどの「ラッシュ」が始まり、8月 14日、連合軍は首都に入った。
一番はじめにセポイ［＝昔の英、仏、ポルトガル軍内のインド人兵士］の部隊が、大使館付陸軍武官、

柴大佐［実は中佐］に教えられた道 (その道とは下水道だった！) を通って侵入した。
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